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開 議 午前１０時０２分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会議録署名 

議員の指名 

議長は、会議録署名議員に次の２名を指名した。 

１番   佐々木   勝 議員 

 

２番   澤 上   勝 議員 

 



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４－ 

議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

   

 事務局長 

（小向正志君） 

 おはようございます。 

 開会に先立ちまして、まちづくりの目標である町民憲章を唱和い

たします。 

 傍聴席の皆様方もご一緒に唱和してくださるようお願いいたしま

す。 

 それでは、皆様、ご起立願います。 

 

 事務局長 

（小向正志君） 

 議員及び傍聴者の皆様のお席に配付しております町民憲章を印刷

した紙をごらんください。 

 私が、「おいらせ町町民憲章」とタイトルを読み上げますので、

引き続き前文からご唱和お願いします。 

 それでは、「町民憲章」。 

 私たちは、大海に注ぐ奥入瀬の清流と緑の平野に育まれたおいら

せ町民です。 

 私たちは、郷土の文化を高め、豊かで活力あふれる町にするため、

ここに町民憲章を定めます。 

 一つ、自然の恵みに感謝し、美しい町をつくりましょう。 

 一つ、心と体を鍛え、明るく元気な町をつくりましょう。 

 一つ、働く喜びを持ち、豊かな町をつくりましょう。 

 一つ、思いやりを大切にし、心触れ合う町をつくりましょう。 

 一つ、手を取り合い、安全で住みよい町をつくりましょう。 

 ご着席ください。 

 次に、一般質問について若干ご説明申し上げます。 

 本日は５人の一般質問が予定されております。 

 質問時間は６０分以内としております。時間制限の５分前には、

次のように呼び鈴を鳴らします。また、６０分に達しますと、次の

ようにベルを鳴らします。このベルが鳴りましたら、速やかに質問

を終了願います。 

 修礼を行いますので、再度ご起立をお願いします。 

 礼。 

 ご着席ください。 
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会議成立 

開議宣告 

西舘議長  おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１６人です。定足数に達しておりますの

で、直ちに本日の会議を開きます。 

 なお、大川農業委員会会長は本日、所用のため欠席との申し出が

ありましたので、報告いたします。 

 

  （開会時刻 午前１０時０２分） 

 

議事日程報

告 

西舘議長  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

一般質問 西舘議長  日程第１、一般質問を行います。 

 質問に先立ちまして、一問一答方式についてご案内を申し上げま

す。 

 １件目の質問事項の質問を終了し、次の質問に移る際は、次の質

問事項を開始する旨を発言願います。 

 抽せん順に発言を許します。 

 １席３番、馬場正治議員の一般質問を許します。３番、馬場正治

議員。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 おはようございます。３番、馬場正治でございます。 

 まず、質問に入る前に、ちょっと体調の関係で着席のまま質問、

答弁という形をお許しいただければ、議長にご配慮願いたいと思い

ますが、よろしいでしょうか。（「はい、よろしいです」の声あり）

ありがとうございます。 

 それでは、私の持ち時間１時間、６０分ですね、それを最大限有

効に使わせていただきまして、今後のおいらせ町の進むべき方向と

いうか、まちづくりについて私が考えていることを町長さん、副町

長さんに申し上げて、参考にできるかどうかわかりませんけれども、

場合によっては関連する中で横道にそれる場合があるかもしれませ

んので、議長さんにはその際はぜひ注意をいただいて、また正規の

軌道に戻していただきたいなと、これもお願い申し上げて一般質問

に入らせていただきたいと思います。 

 それでは、通告してあります質問に入らせていただきます。 

 皆様のおかげで、幸い今回は車椅子を使わずに３階まで来ること
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ができました。まだ階段に対応できないので、もう少し松葉づえの

リハビリを頑張れば、次回は階段も何とか克服できるだろうと。そ

うしますと、１２月９日の一般質問に申し上げた「公共施設のバリ

アフリー対策をどのようになさいますか」ということについても、

私個人については何とか頑張ればと思いますけれども、今後とも一

般町民の皆さんのやはり公平な施設の利用ができるような体制をお

いらせはつくるべきであることは変わりませんので、今後つくられ

る施設、庁舎に関しては、全ての方々が公平に利用できる体制をま

ず基本としていただきたいというのは変わらぬ願いでございますの

で、よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、質問の第１項目でございますけれども、当町のまちづ

くりについて、町を今引っ張っていただいている町長、副町長のお

考えをお尋ねさせていただきます。 

 （１）としまして、その前に、これまで公約の中で、持続可能な

町を目指すと、これはほぼ私は実現できているなというふうに見て

おります。このままでも十分持続は可能だと思いますけれども、考

えてみますと、平成１８年３月１日に、百石町と合併しておいらせ

町誕生、その後、おいらせ町の将来の計画をつくられました。その

見通しは、１０年後から人口は漸減して２万人を切っていくという

見通しのもとの計画だったと私は記憶しておりますけれども、１３

年たった現在、人口はほぼ１人も減少していない現実に合った計画

に変更するのが、これは急務ではないかと。 

 町民が夢を持って、うちの町は人口が全然減らないだよ、何でだ

ろう。いや、子供も多いし、学校も小学校５つ、中学校３つあるけ

れども、１校も閉校にもなっていない。どんなやり方しているのだ

ろうとみんな興味を持つんですよ。この人口の減っていない自治体、

全国でも珍しい。だから、どういうやり方をしているのか視察に来

ている議会もあるのです、実際はね。議員の方々はみんなそれはご

存じのように、こちらからも現地調査には行っています、全国へで

すね。そういった現実についていくには、今までの町内のことだけ

を情報として町内の人だけに知らせているのでは、もう既について

いけないんじゃないかなという気がします。 

 皆さんもいわゆる今、スマホというのはほぼ情報がただで、１円

もかからず世界中の情報が一瞬のうちにつかめる、もうＷｉ－Ｆｉ

も終わりましたね。パソコンを持ち歩く人はもういません。ただ、
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新幹線に乗ったりしますと、出張先までに文章をつくらなきゃなら

ないサラリーマンの方とか、ネットで着く前に情報を集めなければ

ならない人は、モバイルの持ち運びの小さいパソコンを持って仕事

をしながら行っていますけれども、もうプライベートではパソコン

を持ってインターネットをして歩いている人はほぼいないわけです

よ。もう若い者は皆スマホですよ。お金も通信料もただ。もう本当

にこの、何ていうかね、メディアの進歩の速さ、これについていけ

ないと、町ももう将来はない可能性が高いなと。 

 私、いろいろな、体調を崩してここ丸２年ぐらい岩手医大の附属

病院のほうにお世話になってここまで治していただきました。腎臓

がちょっと調子悪かったのがきっかけですけれども、その薬の副作

用でちょっと腰の骨が腐りましてね、腰に後遺症が残っているわけ

ですけれども、その岩手医科大学でさえ、付属病院にＷｉ－Ｆｉが

あったんですよ。盛岡の駅前の古い、あそこは何だ、明治からの建

物なのかな。あの古い病院にＷｉ－Ｆｉが廊下にこう、ルーターが

あったのですけれども、新しいあの矢巾町の病院、Ｗｉ－Ｆｉがな

いんですよ。必要ない時代になってしまった。やりたい人はスマホ

でぱぱっとやれば、どんな情報でも一瞬のうちに入ってくると。 

 それについていける町でないと、それこそ今は生き残りを十分し

ていますけれども、やはり若い人たちが、自分の考えの子育てとか、

自分のやりたいことができる町とか、何も来て周辺の八戸とかの工

場とか会社に毎日通わなくても、それこそインターネットができれ

ば、東京と同じ給料を稼げる時代ですからね。何も仕事先があるな

い、私たちが心配するのはご無用の時代になったと私は思います。

実際に東北でもたくさんいます。そうやって山奥の村で、もうネッ

トでお金を月５０万円、１００万円働きながら、自然豊かなところ

で子育てをしたいという若者は来ているんですよね。 

 ところが、この青森県においらせ町があるというのを知っている

のは、ほぼ青森県民だけ。盛岡でも知りませんでした。イオンモー

ル下田には行ったことがある。そこはおいらせ町なんですよと言う

と、「ええ、そうなんですか、八戸だと思っていた」。そういうこ

となんですよね。それをやはり早く変えていく必要はあると思いま

す。 

 それで、今、成田町長の前回の町長のときに、非常にお金を節約

されて、無駄なものには使わない、お金をいつでも貯金をしておい
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て、あるとき、八戸の広域消防の会議があって、八戸を含む１市７

町村の中で、消防署の分遣所をつくりたいのだけれども、どこかつ

くるところはないですかと。誰も手を挙げなかった。幾らかかるの

と、大体２億円ぐらい現地で用意してもらわないといけないと。あ

すにでも払いますと、成田さんです。これが私が記憶する最大の功

績だと思います。 

 ただ、落成式のときはもう首長は変わっておりましたけれども、

あそこにあすにでも２億円だったらうちは払うのだけれども、やっ

てもらえますかと言ったら、もうすぐできましたね。北部の人たち

はいかに安心したか。こういうお金の使い方をこれからもしていか

なければならないし、ただ、私が町民に夢を持っていただくために

は、経費のカット、一律何％削減、イベントの中止、これは町民の

楽しみを奪うばかりだと。今までと違うやり方でお金をつくってい

かなければならない。 

 そうすると、考えると、自治体も商売しなきゃいけないんですよ。

お金が入ってくることを考えなければいけない。どうやればいいの

か。いろいろやり方は、私は民間で働いてきたので、一時期はアメ

リカの保険会社にもいましたので、いろいろなことを勉強させても

らってきましたけれども、黙っていても人が来てお金を落としてく

れる、それを迎えるための準備に幾らもお金はかからないです、実

はね。 

 例えば去年の１月からやっております小学校・中学校の給食無料

化、私の知る限り、全国どこでも見つけるのは困難ですよ。あれも

カット、これもカットという今の政策を聞いて町民は、「何ぼかも

らったらいかんべ」という声も聞こえてきました。「給食代ただで

なくてもいいんでないの」、それは町内だけの話ですよ。おいらせ

町はこういうことをしているということを全国にやはり知ってもら

うためには、やめちゃあいけません、いいことは。お金がないわけ

じゃないのだから。つくればいいんですよ。と私は思うのですけれ

ども。 

 そのためには、例えば全国で吉 幾三君を知らない人はいないん

ですよ。３分間の間に全国の視聴者を泣かせられる歌手は、彼しか

いないんですよ、今ね。その吉 幾三が、青森の津軽だというのを、

歌詞の中に書いてあるのだけれども、青森というところはいつも吹

雪で、津軽海峡雪景色だべ。もう吹雪で雪国、もうそのイメージだ
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けね。 

 いや、実は青森県というのは、ご存じの高倉 健の「八甲田山」

という映画にもありましたけれども、八甲田を境に、日本海側は吉

さんのふるさとだけれども、太平洋側がおいらせ町なんですよ。夏

涼しくて冬暖かい、雪は降らない。西を見れば、あの八甲田が白い

帽子をかぶって見えて、東を見れば太平洋があって、何も障害物が

ありませんよ。空気はおいしい、放射能ゼロ。そういうところで感

性豊かな子供を育てたい人はどうぞ。何もできませんけれども、土

地だけは用意しております。土地は１００坪、そうですね、今５０

０万円か６００万円あればということで、家を建てれば、町では何

百万円だか援助することになっていますから、そういうのをお知ら

せしなければいけないんですよ。というところだろうと。世界中か

ら人が来るのを私は恐れている、今。それをＹｏｕＴｕｂｅで流す。

全世界の人が、何百万という人が見ますので、ぜひ日本へ行ってみ

たい。それを受け入れる体制がなかったらバンザイですからね。 

 だから、今、田んぼも山も買う人はいないのだけれども、買って

ほしい人がいましたら、何町歩でも今のうちに町有にして、そこを

分譲して、そういう人が来たら、ここですよと。ジャスコまで歩い

て、東北最大、あのイオンモール下田、年間８００万人のお客さん

が来るお店まで歩いて１５分か２０分ですからどうぞ。おいらせ病

院、そこも３０分以内に歩いていけますよ。こういう体制をいち早

く私は希望します。もう洋光台は一区画か二区画しかあいていない

だろうと思いますので、新しい町有の分譲を考えてもらいたい。あ

るいは県内の家を建てらない人に向けては、町営住宅、今までは国

のお金を当てにしないとつくれませんでしたけれども、町が独自に

つくればいいじゃないですか。何、国の交付金だあれだ、そったも

のを待っていれば何十年かかるかわかりませんよ。自分で稼いで自

分でつくるんですよ。そうやって生き残って発展していきましょう

よ。 

 そうすると、何年もしないうちに三沢市の４万人を超えますよ。

おいらせ市になるだろうと、近い将来。そうすると、おいらせ病院

はおいらせ市民病院、皆さんはおいらせ市の何々部長、課長、議員

さんは市議会議員だ。もちろん町長はおいらせ市長です。その周辺

の三沢市、十和田市、八戸市の首長の給与と議員さんの給与も念の

ために事務局長に調べていただきましたけれども、大した金額じゃ
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ないんですよ。 

 それで、まず町の活性化と若返り、若い人たちが町の政治に携わ

れる、夢を持った人たちがこの議会で意見を述べられる体制をつく

るには、給料が安過ぎるんですね。手取り２０万円前後では飯食え

ません。子供も育てられません。だから、誰も立候補もできないの

が現状です。おいらせ市になるまでの間、その差額を町費で負担し

て、市議会議員並みの給料にしても、何ぼもかからないんですよ、

１６人しかいないわけですから。計算してみてください。年間数百

万円でしょう。それを議員の給料を上げたって騒ぐ町民は余りいま

せん、実際は。いや、若い人がいっぱい出てきたと。むしろおもし

ろがります。楽しみですので。頭の切りかえを早くするべきじゃな

いかなと私は思います。 

 私は、町の活性化と若返りを訴えて５０歳で、誕生日が過ぎてい

ましたけれども、５１歳で旧下田町の議会に入らせていただいて、

４年後、おいらせ町となったわけですけれども、それを訴えた私が

７０歳過ぎてもここにいればね、あれはうそだったなと言われます

ので、私７０歳過ぎたらやめます。やめさせていただきます。そう

でないと、若い人の妨害になっちゃう。私の頭だって古いんですか

ら。いが何にへってらきゃとしゃべるのだば、若い者は来ないだろ

うと思いますので、私はその決意でこれからの３年を、それで残さ

れた人生は、今まで苦労をかけたかかあのために、それと吉 幾三

君と一緒にいい歌っこつくりたいなと。 

 今７０の手習いで作曲の勉強を始めました。たまたま彼も私と同

じ２７年生まれ、私は１月、彼は１１月１１日で、たつ年、Ｂ型で

す。だから、私のほうが１０カ月上なので、幾三君と言えるわけで

すけれども、あの吉 幾三も自分がつけた名前でなくて、勝手に若

いころレコード会社につけられた名前だということがわかりまし

た。本名、鎌田善人。 

 横道にちょっとそれましてごめんなさい。 

 

 西舘議長  馬場正治議員、通告外ですので、加えて、一問一答方式なので、

簡潔に質問するようにしてください。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 はい、了解です。 

 今、るるいろいろ私の考えていることを申し上げたことに対する
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町長のお考えをご答弁をお願いしたいと思います。町長か、または

副町長でお願いしたいと思います。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 今、馬場議員から、るるいろいろ思い入れやら夢やら語っていた

だきましたけれども、通告に従った答弁しか……。（「通告内だと

私は認識しております」の声あり）でも、ここ、ここと要点は、我々

は例えば１ですね、人口が増加し、さらに発展が期待できるまちづ

くりに取り組む意欲とかとあるから……。（「それを前提として」

の声あり）ちょっと答弁がかみ合わない部分があるかもしれません。

（「ご用意しておられるのあればそれでも」の声あり）してあるの

で、ここ以外では夢をお互いに語り合ってもいいのですけれども、

一応通告がありますので、そういうことで答弁しますので。合わら

なかったら２回目、３回目で再度質問してくださればと思います。

ご了解ください。（「お願いします」の声あり） 

 それでは、１席３番、馬場正治議員のご質問にお答えします。 

 全国の多くの自治体において深刻な人口減少が進んでおり、青森

県においても、２０１５年の約１３１万人の人口が、現在、約１２

４万人に減り、５年間で実に約７万人も減っております。 

 現在、当町の人口は微増、微減を繰り返しながら約２万５，００

０人を維持しておりますけれども、今後の推計では、やがて減少に

転じ、２０３０年ごろには、２万３，０００人を下回っていくこと

が予測されております。 

 将来予測や現在置かれている社会環境を踏まえると、安定した人

口増加を維持していくには、かなり難しいものがありますけれども、

既に多くの自治体で人口減少が進む中において、当町は減少局面を

迎えず推移しております。 

 この利点、魅力を生かし、将来にわたって安定した行財政運営が

できるよう、持続可能なまちづくりを進め、さらなる町の発展を目

指したい、そういう思いを持っております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  今のは（１）の答弁と解釈しておりますので、再質問ありますか。

３番。 
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質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 最後のくだりで、町長の意欲については感ずるものがありました

けれども、その前の推計、今後の推計をどういった資料で、どうい

った見通しで、町外の、全国のデータを見た上での推計なのかとか

というのは、ちょっと疑問を私は持ちました。課長さん方が考えて

おられる中での推計、実際に推計どおり進んでおりませんので、１

３年前の推計と大きく違っている現実をどのように課長さん方が解

釈をして今の答弁書をつくられたのか、ちょっと合わないんじゃな

いかなと私は思いますが。 

 だから、今後の見通しというのは、既存の推計ではつくれないだ

ろうと私は思います。想定外、いいほうの想定外、全国みんな右肩

下がり。おいらせもそのうち右肩下がりという推計で計画はつくら

れていますけれども、おいらせは維持しているんですよ。ほぼ何も

しなくてもね。そういう町の特性をもっとよくしていければ、本当

の町民のための町ができるだろうと。これは右肩上がりの推計で計

画を練り直してもらいたいというのが、私の要望です。 

 それに対してまた何か答弁がございましたら、お願いしたいと思

います。 

 

 西舘議長  政策推進課長。 

 

答弁 政策推進課長 

（成田光寿君） 

 人口動態、人口推計のことでご質問がありましたので、担当課と

してお答えいたします。 

 実は２月２２日、町のほうで地方創生の計画、いわゆるまち・ひ

と・しごと創生総合戦略というものをつくっておりまして、現在の

計画が今年度で終わるものですから、来年度以降も続けるべく第２

期の計画案を策定いたしまして、２月２０日の議員全員協議会の際

にご説明いたしました。 

 あわせて、人口推計等々、いろんなデータ分析を絡めた人口ビジ

ョンなるものも一緒にお示しいたしました。それは全国の自治体で、

国の社会保障・人口問題研究所でつくったデータベースをもとに人

口推計するものでございます。 

 その推計に基づいたものも、町の将来人口の推計という形で人口

ビジョンのほうにお示ししております。それに沿った答弁も先ほど

町長が申し上げたところでございます。やはりこの人口推計からい
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きますと、２０３０年ころには２万３，０００人を下回ることが予

測されております。 

 ちなみに４年ほどぐらい前に、現在の人口ビジョンを策定いたし

ました。その当時の推計と実績、２０１５年の状態でお話しします。

その２０１５年をもとにしましたのも、人口ビジョンそのものは５

年おきに行われる国勢調査の人口結果をもとに推計しております。

２０１５年推計では２万４，２０６人でありました。それが２０１

５年、ちょうど国勢調査がありましたので、その実績でいきますと、

２万４，２２２人ということで、推計より１６人ほど多くなってご

ざいます。 

 馬場議員おっしゃるとおり、推計どおりいかない、ふえるだろう

という予測もありますが、現実的には実際、１６人の増でありまし

た。 

 それから、国勢調査以外にも、町民課のほうで住民基本台帳、要

は住民登録した数で押さえているものがあります。そちらのほうは

５年おきではなくて毎年データをとっておりますが、そちらのほう

も、ここ過去１０年ぐらいは２万５，０００プラスマイナス１００

人の中でずっと推移しておりますので、それほど大きくふえている

ものではなく、微減、微増を繰り返して今に至っているものでござ

います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 ありがとうございました。よくお調べいただいたと思いますけれ

ども、これが何もしない結果のおいらせ町の人口の動態なんですよ。

私も全員協議会の資料を見ましたけれども、その中でも人口の予測

はもう未満、ことしは２０２０年ですけれども、あの人口の動態は、

２０１７、８年で２万３，０００とか２万とかという予測でつくら

れていましたね。今現在の動態に基づいた資料ではなかったんです

よ。だから、そこが問題。何もしなくても人口が１５人ほどふえて

いる町だ。今後減らさないためにはどうすればいいのだろうと誰も

考えておられないということは、これはちょっと残念だなと思いな

がら、きょうは一般質問に臨んでいるわけですけれども、何かしま

しょうよ。何かすればふえるんですよ。黙って見ていても減らない
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町ですよ。そう思いませんか。町長でも副町長でも。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 今、何ていうのですか、ちょっと認識のずれがあって、課長が答

えたところと少し数字的に違いもあるかもしれませんけれども、ま

ず何もしなくても人口がふえているというのは、私は若干違うとこ

ろもあるのではないのかなという気がしております。 

 と申しますのは、やはり住環境の整備をして、あるいは不動産会

社さんがそういう部分で宅地分譲をしてくれているということで、

またそれに追随して町も整備しなければならない。下水道整備とか、

上水道整備とか、道路整備とか、いろんな部分で住環境の整備もし

ております。 

 そのほかにやはり定住促進ということで、町に転入してきてくだ

さった方には、地域的には限定されますけれども助成金を出したり、

あるいは小中学生の医療費を無料にしたり、ことしからですけれど

も、給食費もただにしたということです。 

 多分そういう部分でも、もしかすれば転入してくれている方々は

影響を受けているのではないのかなという気がしておりまして、全

くもう交通条件がいい、地域性がいい、雪が降らない、災害が少な

い、そういう部分で黙っていてもおいらせ町に行こう行こうという

わけでもない。例えばそれはイオンショッピングセンターができた

という、そういう部分で町はそんなに力を入れていないかもしれま

せんけれども、第三セクターということで出資もしておりますし、

そういう部分でやはり町が、影響でいけばどれぐらいの比率になる

かわかりませんけれども、町でもそれなりのことはしているのでは

ないのかなという認識は持っております。 

 これからもそういう部分で新しい人を入れるためにはどうしまし

ょうということで努力しているつもりですし、また家を建てたいと

いう申請が来れば、すぐやれやれとか、そしてまた、これは私の個

人的な考えになるかもしれません。今町内で生まれた小中高校生、

大きくなると、大学に行く、就職するって、中央を目指す人たちが

多い。 

 しかし、幸いに縁もゆかりもない東京の女の子が、おいらせ町を

受験してくれたということですね。そういう部分でその子を、せっ
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かく来てくれたものをむげに町外だから受験しても外すよというわ

けにいかない、成績がよければ、やはり採用したほうがいいんじゃ

ないのかなということで、合格して今１年になりますけれども、職

業をやっている。都会に憧れる人もあるけれども、田舎に憧れる人

もある。そういう方々の夢はつぶさないように、できるだけしたい

なと思って、私なりに頑張っていると思っていますけれども、まず

よろしくご理解ください。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 ありがとうございました。まさに私が申し上げたいところはそこ

です。彼女は、自分の将来を考えていろいろ調査したと思います。

それで、青森県、いろいろ調べた結果、おいらせ町を選んだんです

よ、彼女は。それで、おいらせ町に就職してくださって、それで楽

しい人生を送ることができる。空気もおいしい。魚もおいしい。環

境は最高。これを東京へ帰って宣伝してくれればいいと思いますけ

れども、実家のほうに。限界がありますよね。 

 おいらせ町にはおいらせ大使もおられるし、東京おいらせ会、会

員およそ１００名前後おります。こちらから行って苦労して向こう

で成功した人、住みついた人、たくさんいます。私、七、八回行き

ましたので、総会にね。佐々木光雄議長のときに、議長が農協の仕

事で忙しいと、私がいつも代理で行って、最後までおつき合いをさ

せていただいて、袴田芳美会長と最後の新幹線の、最終新幹線まで

つき合わせていただいて、いろんな昔のこととか、それから彼の家

から出たロシアの国会議員、ソビエト時代の何とか袴田というね、

彼から見たらおばあさまになるのかな。それから、袴田教授、ロシ

アに関することについては、日本に右に出る者がいないんですよ。

だから、ロシアに関するテレビ番組を見ると、あの袴田教授が必ず

引っ張り出されるわけですよ。みんなおいらせ大使になっています

ね。 

 そういう人たちがいるのを活用しましょうよ。喜んでお手伝いす

るはずです。ただおいらせ大使の名刺を持たせるだけじゃあだめで

すよ。 

 ですから私ね、これまた道をそれたら注意いただきたいのですけ

れども、それがおいらせ町をこれから発展させる１つのＰＲのいわ
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ゆる方法の１つだろうと考えております。 

 この通告してある中で、５番目の現在既に実施済みの子育て支援

事業等について、どのような方法で町外に……。 

 

 西舘議長  順番どおり、通告どおり。今のは（１）でしたか。次、（２）で

すか。（「この順番どおりいきますか」の声あり）いや、順番どお

りお願いします。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 わかりました。 

 じゃあ（２）に入らせていただきます。財政の健全化について、

諸事業の縮小または廃止による方法以外にお考えはございません

か。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 それでは、お答えします。 

 昨年１１月に策定しました、おいらせ町財政計画では。新たな財

政健全化の取り組みを行わない場合、年間約１億円を超える規模の

財源不足により、財政調整基金が枯渇し、住民サービスへ重大な影

響を及ぼすことが懸念されております。 

 当町は、これまで職員削減や借金である地方債の抑制、物件費の

一律削減など、行政改革による内部経費の量的削減を続けてきまし

た。 

 しかし、一方では、少子高齢化対策、防災対策や定住促進対策を

初めとし、新たな行政課題に対応する施策が増加したため、節減し

た額を上回る規模で経費が増加してきました。振り返ると、国の主

導による平成の大合併は、厳しい地方財政を踏まえた行政のスリム

化が最大の目的ではなかったのかと思っております。 

 しかし、当町にあっては、合併協議に残された期間がごく短期間

であったため、速やかな合意形成を図るべく、旧町の事業を基本的

にそのまま継承するよう調整され、現在に至っているというのが当

町の現状であります。 

 先ほど述べました、年間１億円を超える規模の財政不足を、量的

削減のさらなる強化で解消するには、現在は、労務費の上昇、資材

の高騰、働き方改革に伴う勤務時間規制の厳格化などにより、極め
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て厳しい環境であるため、残念ながら実現の可能性はほとんどない

と言わざるを得ません。 

 よって、持続可能な財政運営には、所信表明で述べましたように、

経費節減を行った上で「あれもこれも」行うのではなく、「あれか

これか」という、事務事業そのものの選択が必要な段階であります。 

 そのため、ご質問の既存事務事業の見直しのほか、公共施設マネ

ジメントの推進や受益者負担の最適化など、抜本的な取り組みを、

総力を挙げて行うこととしておりますので、ご理解していただきた

いと思います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 この２番に関連して、今年度で終わりにした町のイベント、それ

から予算を今まで補助していた予算について、百石まつり、下田ま

つり、鮭まつり、そういった町主催の町及び町観光協会主催の行事

等について、幾ら削減されてその節約をされましたか。それをお聞

きしたいと思います。 

 

 西舘議長  今のは（３）番の質問でよろしいですか。 

 

 ３番 

（馬場正治君） 

 いえ、（２）ですよ。まあ（２）と（３）と一緒ですね。中身は

ね。 

 

 西舘議長  いや、（３）でよろしいですか。 

 

 ３番 

（馬場正治君） 

 いいですよ。 

 西舘議長 町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 それでは、お答えします。 

 令和元年度予算の編成に当たっては、議員ご質問のとおり、町団

体補助金を一律に削減しましたが、その削減額からさらに踏み込ん

だ削減までは現時点では考えておりません。 

 また、物件費のうち業務委託、印刷費や燃料費についても一律削
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減しておりましたが、昨今の労務費や物価の推移から、一律削減の

継続は取りやめ、令和２年度予算では、情報収集を強化し、適正額

を計上しております。 

 町主催イベントの廃止についてのご質問ですが、イベントのみな

らず、全ての事務事業について評価を行い、必要に応じた見直しや

改善を行うべく、不断の取り組みをするものであります。 

 なお、町自治基本条例第３０条では、「行政評価を行い、施策の

見直しや改善を行う」と規定していることからも、取り組みを一時

的なものにすべきではないと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 議長、先ほどの２番の私の質問に対して町長の答弁が３番まで踏

み込んだ答弁でしたので、私は２番だと申し上げたわけですけれど

も、もし違っていたら……。 

 

 西舘議長  答弁漏れですか。（２）の答弁漏れですか。 

 

 ３番 

（馬場正治君） 

 いえいえ、答弁漏れはございません。 

 西舘議長  じゃあ今のは（３）の答弁でよろしいですね。 

 

 ３番 

（馬場正治君） 

 はい、よろしいです。 

 西舘議長  じゃあ（３）についての再質問は。３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 それで、（３）に関して再質問でございますけれども、私も三田

町内会の町内会長を８年ほどやらせていただいた中で、下田まつり

の運営も携わってきたわけでございます。 

 生き人形として、この青森県、東北で非常に有名、九州のある大

学の女子学生が、生き人形について卒論を書きたいということで下

田に来ました。そして、私も知らなかったのですけれども、駅前で

祭りを見て帰ってから、その祭りの歴史とかそういったものは何か

ありませんかと商工観光課に問い合わせがあったと。馬場さん、お
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願いしたいと。たまたまその下田まつりのことを１冊の小冊子にし

た方がおられたんですよ。県の民俗文化を研究されている方で、そ

れを１冊私の事務所にくれていったものですから、ああ、いいのが

あるよということで、それをコピーをとって送りましたよ。そうい

う人もおります。 

 そういうことをやはり、全国の人が知っていることを町民、役場

の職員が知らないというのはたくさんあるという事実。だから、外

に目を向けないといけない。内側ばかり見て将来を語ることは、も

うこれからのまちづくりには無理だという考えが私の、もちろん町

長は多忙で、幾らいい考えを持っておられても、じっくりと考える

時間があるわけない。それはわかっていますので、そこをフォロー

してくださるのは副町長だろうと私は考えております。副町長であ

り、課長さんたちでありね。 

 だけれども、ここはやはり自由な柔らかい頭で、いや、こうした

らいかんべ、ああしたらいかんべとしゃべれるグループをね、職員

の中で、肩書のない若い職員の中でつくって、その中で私もできれ

ばゲストとして入って、あそこでこういうのをやっているんだよと

いうのを教えながら楽しくまちづくりを語る場が欲しいなというふ

うには考えております。お金はゼロ円です。全くかかりません。 

 それで、洋光台のお話が答弁の中にありました。確かに、当時洋

光台を分譲して、坪１０万円で売りましたので、今この不景気の中

で１０万円というと、誰も行きません。それを５万、６万円で来て

いただいているわけですけれども、差額を補助金として、家を建て

て、３年以内に家を建てれば、３００万円、４００万円、町として

は払って、それで住みついていただいているのが現状なのですけれ

ども、そういう時代でないのではないかなと。 

 実は、私の家は２０年もたっていませんけれども、私の会社の本

社から仕事で来ていた課長さんが、いや、馬場君、バーベキューを

やれないかと。バーベキューだったらうちでしょっちゅうやってい

るから、じゃあ行きましょうと、うちへ連れていって、焼き肉台の

底に穴があいて炭がぼろぼろ落ちるような焼き肉セットで焼き肉を

食わせたのですけれども、彼は酔っぱらって言っていました。馬場

君、これ東京なら億だ、億ション。 

 わずか２００坪足らずのところですけれどもね、その億ションを

手に入れられる方は、どこの大学を終わった人もごく数人しかいな
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いわけですよ。親が汗水流してへっちょはいで、いい学校、いい大

学、いい会社、多くの競争に勝った、そういう教育を文科省は５０

年以上やってきたんですね。あの方々がそうやって育ったから仕方

ないのだけれども、その競争教育はもう不登校をふやすだけなんで

すよ、はっきり言って。教育指導要領、あのままやっていったら、

学校も来なくなるわけですよ。さあ、不登校ふえた、どうしたらい

かんべ。それにまた苦しておもしろい先生を探しましょうよ。わら

さんどと一緒に泣いて怒って、だめならたたけばいいんだ。親は何

も文句言えない。おいらせ町の親どは。そうやって、（「不適切な

発言だ」の声あり）いや、自由でしょう、私６０分の間で文句言わ

ないでほしい。６０分は私の時間だから。議長、注意してください。 

 

 西舘議長  ３番議員、通告外になっています。 

 

 ３番 

（馬場正治君） 

 通告外ですけれども……。 

 西舘議長  いえ、通告どおり、一般質問の趣旨、わかりますよね。通告どお

りです。補正予算とか特別委員会ではないので、一般質問は通告ど

おりお願いします。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 わかりました。どうも申しわけございません。 

 イベントのところでしたな。その各予算の一律カット、そういう

方法でずっと、町長が誰になってもお金を使わないようにやってこ

られたと思います。その中で特に無駄遣いをしないでやられた堅実

な町長には頭が下がるのですけれども、でも、町民はそれでは夢が

持てないんですね。みんな暗くなりますよ。私はそう思うので、お

金のかからないＰＲ、町の宣伝、お金のかからない事業、そういっ

たものを今度一緒に相談できればなと思っております。 

 １つの例として申し上げれば、ことしオリンピックでございます

よね。コロナも４月、５月には終息するだろうと私は考えておりま

すけれども、世界中からオリンピック、東京オリンピックを見るお

客さんが何十万、何百万と来られるだろうと予測しておりますけれ

ども、オリンピックだけ見て帰る外国人はほぼいないと思います。

やはり日本という国がどういう国か見て帰られるだろうと。特に東

京近辺ですね。 
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 そこで、銀座でおいらせ町を宣伝１カ月して、幾らお金がかかる

のか。私は３００万円もあれば足りると思います。ポケットマネー

で……。 

 

 西舘議長  ３番議員、今のは（３）番の再質問になっていますので、再質問

です。（３）の再質問です。 

 

 ３番 

（馬場正治君） 

 関連もできませんか。 

 西舘議長  できません。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 わかりました。そうしたら、最後のほうに若干希望が持てる答弁

がありました。イベントの一律カットについては、ちょっと考えを

改めようかなというお話が最後のほうにございました。それをいち

早く地元の山車組の人たちに、いや、町長がきょうこういう話をし

ていたから、もう少し待ってみたらいかんべというふうに、もうさ

じを投げないでくれよというふうにお願いしたいと思います。 

 幾らもかからないでしょう。山車組の１５万円の補助金を５万円

とかカットしたって、それでまちづくりが持続可能な町をつくれる

のですか。ほら吹き大会、ことしで最後にした。あれはお金は何ぼ

かかったのか。川口弘治さんがまちづくり推進委員長で、その仕事

を何十年もやってくれましたけれども、私も豆腐の早食い競争出ま

したよ。馬場さん、出る人がいないから頼むじゃ。 

 天狗豆腐の時代ですけれどもね。そして、東北、この上北郡の議

長さんたち、おいらせ町の何だかほら吹き大会がおもしろいという

から、馬場さん、行ってみたいから頼むじゃと。そのときに、当時

の佐々木光雄議長と、なら来たらいかんべということでいらっしゃ

ったのを、ご接待をしたこともあります。いや、おら、ほんでもや

りたいなとおっしゃっていました。 

 そういうのをやめることが持続可能なまちづくりだとは私は思い

ません。町民の楽しみを奪わないでいただきたい。夢を消さないで

いただきたい。何かおいらせに期待して住んでいるのだけれども、

何か将来ちょっとあぶないような気がするというふうな印象は与え

てほしくないんですね。 

 これも関連になりますが、いいですか、議長。 
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 西舘議長  だめです。あと、このまま続けますと、（「だって、まだ時間…

…」の声あり）いや、時間じゃなくて、通告どおりお願いします。 

 

 ３番 

（馬場正治君） 

 じゃあ通告どおりいきますね。 

 西舘議長  答弁に対する再質問ですので、新たに質問ではなく、再質問。答

弁に対する再質問でお願いします。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 それでは、先ほど答弁をいただいた合併当時のことに関連しては

どうですか。答弁したんですよ。 

 

 西舘議長  いや、今のイベントについての。（「その２の前に答弁した……」

の声あり）今（３）ですので、戻ることは……。 

 

 ３番 

（馬場正治君） 

 議長のね、そのお考えはよくわかりますけれども、やめさせたい

というもう意向がね、ひしひしと私に伝わるのだけれども。 

 

 西舘議長  いや、何がですか。（「正治さんきちんと」の声あり） 

 暫時休憩します。 

 

  （休憩 午前１０時５４分） 

 西舘議長  休憩前に取り消し、会議を開きます。 

  （再開 午前１０時５５分） 

 西舘議長  ３番議員に申し上げますが、今のは（３）の答弁に対する再質問

ですので。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 再質問はキャンセルさせていただいて、４番目から、時間が少な

くなりましたので、おかげさまで。 

 人口が増加し、発展が続く町、おいらせ町をマスコミやインター

ネットで全国に大きくアピールする考えはございませんか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長  お答えします。 
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（成田 隆君）  町のＰＲや情報発信については、現在においても町ホームページ

や移住施策に特化した移住ポータルサイトを開設し、さまざまな情

報を町内外に発信しているところであります。 

 しかし、現在の人口推移の状況に焦点を当てたアピールという点

では、弱い部分でも確かに見受けられる部分もあるため、議員ご提

案を参考に取り組んでみたいと考えております。（「ありがとうご

ざいます。そのとおりだと思います」の声あり） 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 再質問。ホームページ掲載は、ほぼ２０年ぐらい前からやられて

いる。ただ、当時、インターネットをやっている方はほぼ町内では

若者しかいないんですね。一般町民はパソコンすら持っていない。

ホームページに掲載しているからやっていると。誰も見ないんです

ね。そのホームページにおいらせ町というのがあるということをま

ず気づかせていただく方法をお考えいただきたいというのが、私の

再質問における希望です。答弁は要りません。 

 次、（５）番に行きたいと思います。 

 既に実施済みの子育て支援事業等について、どのような方法で町

外の方々にお知らせしているのか教えてください。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 子育て支援事業等に係る町外へのＰＲや情報発信でありますが、

現在、町ホームページで行っております。 

 また、移住定住対策事業の一環として、定住関連施策や子育て支

援策など、関連事業をまとめたガイドブックを作成、配布している

ほか、町移住ポータルサイトにおいても、子育て支援事業を掲載し、

ＰＲや情報発信しているところであります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番  再質問です。そのホームページ掲載のＰＲに対して、今までどの
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（馬場正治君） ような問い合わせが県外、全国からあったか。ご答弁いただければ

お答えください。 

 

 西舘議長  政策推進課長。 

 

答弁 政策推進課長 

（成田光寿君） 

 お答えいたします。 

 町ホームページ直接ではございませんが、町長の答弁にもありま

したとおり、移住に特化した移住ポータルサイトなるものを２年ぐ

らい前から開設しております。そちらのアクセス数で参考までにお

知らせいたします。 

 昨年度１年間の実績は、アクセス数約３，８００でございました

が、今年度に入りまして伸びておりまして、１月末現在で６，４０

０ぐらいになっておりますので、通年、通しますと倍ぐらいになる

ものと考えてございます。 

 以上です。（「ありがとうございます」の声あり） 

 

 西舘議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（馬場正治君） 

 大変頑張ってくださっていると思います。２年前から取り組んで

いるということで、それは私も初めて教えていただきました。あり

がとうございました。 

 それでは、最後の質問でございます。実は、火野正平というタレ

ントがおりますけれども、彼がもう６５、７０近くなって全国を自

転車で、手紙が来たところに、ＮＨＫのスタッフと歩いているのを、

八戸にも来ましたけれども、北海道も、種差にも来ましたけれども

ね。それで、紹介しているわけですよ。その手紙に書いてある、私

のふるさと、こういうところがあるので、ぜひそこに行ってほしい。

行くわけですよ、雨降りの中。それを見てね、たまたま新幹線の見

える丘公園に、うちにあるから、そこへ行ってほしいと。 

 そこで、私、そうだったと。ああ、阿光坊から見れば新幹線、真

っすぐ来るべ。阿光坊のあのトンネルに入るまで。あそこの阿光坊

の山に何反歩、１反歩、２反歩の公園つくったって、何ぼもかから

ないべなと私は思いました。そこを町民の憩いの場としてもらいた

いな、私の要望でございます。答弁をお願いして、質問を最後にし

たいと思いますけれども。 
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 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 答弁に入る前に、先ほど火野正平さんの話ありまして、私もあの

番組、たまに見ているもので、たしか八戸を取材したとき、たしか

おいらせ町も映ったなと私は見ていましたけれども、たまたまおい

らせ町の紹介はなかったわけですけれども、そういうこともあった

ということをお伝えしておきます。 

 それでは、お答えします。 

 阿光坊地区には、既に憩いの場として阿光坊地区農村公園が整備

されており、新たな公園整備につきましては、児童公園が不足して

いる地区の整備を優先的に考えておりますことをご理解いただきた

いと思います。 

 なお、ご承知のこととは思いますけれども、新幹線の見える施設

として、阿光坊古墳館２階の歴史展示室があります。来館者が自由

に利用でき、新幹線も眺めることができる場所となっておりますの

で、新たに公園を整備しなくても、こちらをご利用していただけれ

ば可能ではないのかなという気がしております。ただ、少しコマー

シャルは不足していることは否めませんので、これから宣伝してい

きたいと考えております。 

 以上です。 

 

 ３番 

（馬場正治君） 

 ありがとうございました。 

 時間になりましたので、これで３番、馬場正治の質問を終わらせ

ていただきます。大変ありがとうございました。 

 同僚議員の皆様にもご迷惑をおかけして申しわけございませんで

した。これからもよろしくお願いします。 

 それでは、終わらせてもらいます。議長、どうもありがとうござ

います。 

 

 西舘議長  これで３番、馬場正治議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩します。１１時１５分まで休憩します。 

 

  （休憩 午前１１時０２分） 

 西舘議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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  （再開 午前１１時１５分） 

 西舘議長  引き続き、一般質問を行います。 

 ２席７番、日野口和子議員の一般質問を許します。７番、日野口

和子議員。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 議長のお許しをいただいて、７番、日野口和子、一般質問をさせ

ていただきます。質問は一問一答式でございます。 

 それでは、公共施設トイレの整備の充実をということで、１点目

は、当町において身体障害者用トイレやオストメイトの整備されて

いるトイレは何カ所あるのでしょうか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 ２席７番、日野口和子議員のご質問にお答えします。 

 身体障害者用トイレやオストメイト対応の整備については、「高

齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」、いわゆる

バリアフリー法の中で定められ、床面積が２，０００平方メートル

以上である、一定の規模以上の特別特定建築物が対象で、当町の施

設では、みなくる館、町民交流センター、いちょう公園体育館、お

いらせ病院、本庁舎、分庁舎の６施設が該当となります。 

 整備状況については、身体障害者用トイレは全６施設に整備され

ていますが、オストメイト対応はおいらせ病院だけとなっておりま

す。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 バリアフリー、みなくる館にあるということで、いちょう公園、

おいらせ町というと、ところが、オストメイトがおいらせ町立病院

にしかないと、ただいま町長から答弁をいただきましたけれども、

これを各施設、例えば北であれば北部公民館とか、そういうところ

に設置することは不可能ですか。 

 実際に私のところにも障害者の方がおりまして、ぜひともこれを

施設につけてくれよと、してもらいたいから町に訴えてくれという

ことで来ていました。それで、ちなみに三沢市にはあっちこっちに
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あるということで、私は説明を受けていますけれども、それをやは

り障害がある人でも働きたいわけです。ただ、それを一々うちまで

帰っていって、また片づけてというんじゃなくて、各施設にでもあ

れば、安心して仕事もできるのになという、このような話をしてい

ました。どうでしょうか、町長。 

 

 西舘議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 私のほうからお答えさせていただきます。 

 まず、１つ、オストメイトが各施設に整備ができるかできないか

というお話ですが、基本的には整備することは可能ですし、あくま

でも先ほど言った６つの施設というのは、バリアフリー法で必ず新

築や改築、新しく施設、つけたときは設置しなさいという要件で、

既設の今、施設にはおいらせ病院以外ないのですが、そちらのほう

は努力義務という形で、もし改修するときがありましたらつけなさ

いというルールになっております。 

 それで、いろんな施設に関してオストメイトをつけられるかつけ

られないかというのは、それはやはり金額的な問題と、あとはそこ

に設置できるかどうかという施設の条件がございますので、それに

よって変わってきますので、一概にどの施設がつけられて、どの施

設がつけられないとは言えません。 

 ちょっと一例を挙げますと、カタログ等で調べたものに関します

と、まず工事費に関しては、標準的な流し台みたいな大きさのやつ

でありましたら、大体９０万、１００万円程度でつけられるのです

が、そのほかに配管、水道、それから排水、あとブースが身体障害

者用トイレがあれば、そのオストメイトの機械を入れられるか入れ

られないかという議論ができるのですが、ない場合は、もしかすれ

ば個室、トイレブース２つを１つに減らして中につけるなどという

作業をすることも考えられますので、やはりその施設、施設の状況

によって対応の仕方が変わってくると思います。 

 何事もやはりそういう方向性、そういうふうなのをつけるんだよ

という、町がやはり共通した考え方と、それに伴う予算的なものが

ある程度ついてくるのであれば可能ですけれども、その辺からも多

分議論していく必要があると思います。 

 以上になります。 
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 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 わかりました。可能になるように努力していただければありがた

いと思っております。 

 ２番に行きます。障害を抱えて働いている人たちのために、これ

一緒かな、整備する必要があると思うのですけれども、これ一緒に

します、１番と。 

 ３番目。女性用トイレの内ドア部分にかばんをかけるフック、こ

れは幾らもかからないと思うから準備する必要があるかなと思いま

す。 

 青森市のほうにも、三沢市のほうでも入ったときには、内側のド

アのところにフックがちゃんとかけられているんですよ。おいらせ

町はその壁の隅っこにかけられているものだから、かばんをかける

にもかけられない。そういうところがありますので、ぜひとも改善

していただければなと思いますが。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えしますけれども、実は女性のトイレに入ったことがなくて

気がつかなかったのですけれども、実は男のトイレには、背広を脱

いでかける、ああいうフックがあるんですよね。そういうことで改

めて今質問を受けていましたけれども、答弁書ができていますので

お答えします。 

 特別特定建築物６施設のうち、町民交流センター、いちょう公園

体育館の一部女性用トイレには、荷物をかけるフックがありません。

また、施設によっては、フックがドアの高い位置についており、高

齢者等に使いにくい状況ではあります。 

 フックの整備については、「高齢者、障害者等の移動等の円滑化

の促進に関する法律」及び「高齢者、障害者等の円滑な移動等に配

慮した建築設計標準」が掲げる「全ての人に使いやすい建築物」を

目指した考えのもとに、各公共施設において、男女問わず全ての町

民が使いやすい環境整備に努めていかなければならないと考えてお

ります。 

 以上です。 
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 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 ありがとうございました。ぜひとも実現していただきたいと思い

ます。 

 ４番、学校を含め公共施設の、いまだに和式トイレがあるんです

よね、それを洋式に整備する考えはないかと。今の子供たちは生ま

れたときからもう洋式で育っているものですから、そこのところの

考えを聞かせてください。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 特別特定建築物６施設及び小中学校８校には、合計４１６個の便

器があり、そのうち洋式便器が２２３個、その割合は５３．６１％

となっております。 

 便器の洋式化については、近年、高齢化の進展、生活様式の変化

等により、和式を使用したことのない人、使用をためらう人がふえ

てきており、各家庭や商業施設等において、洋式化が進んできてお

ります。 

 また、公共施設は、多くの町民が利用することに配慮する必要が

あり、洋式化の推進は避けて通れないものと感じております。 

 しかし、一方で、他人の座った便座を使用することに抵抗を感じ

る方々もおりますので、和式便器を一定数確保しておく配慮も必要

と考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 わかりました。どうか、まだ５３．６１％ですから、これからも

またさらに進めていってほしいと思います。 

 次の質問、２番に移ります。 

 町民の健康増進のため、北部公民館にトレーニング機器の整備を

ということでした。 

 １点目が、社会環境、仕事、家庭環境その他でストレスを多くの
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層の年代で抱えているとの声をよく聞きます。北部公民館にトレー

ニング機器がそろっていたら、せめて時間をつくって体を動かしに

行くことができるのにと設置を希望する声が上がっております。前

向きな考えを示していただきたいと思います。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 日野口議員のご質問にお答えします。 

 町内でトレーニング機器を設置している施設は、町民交流センタ

ーだけであり、トレーニング機器の利用は中学生以上、ただし中学

生は保護者同伴としており、小学生はトレーニング機器を置いてい

る部屋への入室を不可としております。これはトレーニング機器で

けがをすることがないよう配慮したものであります。 

 北公民館にトレーニング機器を設置する場合には、安全性を確保

するために入室を管理できる部屋が必要と考えますが、北公民館は

子供から大人まで多くの利用があり、どの部屋もトレーニング機器

で占有することが難しい状況であります。 

 このことから、現状の北公民館にトレーニング機器を設置するの

は簡単ではないことをご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 現状の北部公民館を見ておりますと、それは多分無理だろうなと

は思います。だけれども、これから先、北部公民館の新築・改築等々

お考えがありましたら、ぜひともこの機器も取り入れてほしいと思

います。 

 なぜならば、ストレスがたまると、子供虐待になったり、またあ

るいはパチンコに移行したり、家庭内崩壊の一因にもなります。そ

して、設置することで、町民の健康増進に大きく貢献できるのでは

ないかと思っておりますが、町長のお考えをどうぞ。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長  ただいま日野口議員から、すぐ、今すぐやれということでなく、
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（成田 隆君） これから建てかえる時期が来たら、あるいは改修する時期が来たら

考えてほしいという、緩やかな要望ですので、ぜひ実現するように

考えてまいりたいと思います。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 ありがとうございました。ぜひともそうしていただきたいと思い

ます。 

 ３番、新型コロナウイルス肺炎に対する対策ということで、１点

目、新型コロナウイルスによる肺炎が猛威を振るっています。町の

管理体制はどうなっているのかお答えください。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 先日の議会開会日の行政報告において説明していることから、答

弁内容が重複する部分もあるかと思いますけれども、お許しをいた

だきたいと思います。 

 昨年１２月３１日に新型コロナウイルス感染症の発症者が確認さ

れてから、環境保健課において情報収集を進め、２月３日に、本職

ほか副町長、教育長、全所属長を集め、新型コロナウイルスに関す

る会議を開催し、情報共有を行いました。 

 その後も、国内外において感染が拡大していく中、２月１７日午

後４時に青森県が知事を本部長とする「新型コロナウイルス感染症

に係る危機対策本部」を設置したことを受けまして、当町において

も２月１９日午後３時に、副町長を会長、教育長を副会長、全所属

長を構成員とする「新型コロナウイルス感染症対策連絡会」を設置

しました。 

 また、２月２８日には第１回目の会議を開催し、各課等の取り組

み状況や今後の対応策について協議を行ったところであります。 

 なお、今後、県内で感染者が発生するなど、さらに状況が深刻化

した場合には、本職が本部長となり「新型コロナウイルス感染症対

策本部」を設置し、その対策に当たることとしております。 

 以上です。 
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 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 ただいまの町長の答弁で、２点目、感染症による注意喚起をする

必要があると思うがということも全てお答えいただきましたので、

ありがとうございます。 

 それで、ちなみに、正直言って、明けても暮れても、このコロナ

ウイルスの報道がされて、人ごととは思えなかった。だから、これ、

２月の１８日ですけれども、このころはもう書き終わって出した、

提出した時点で、終わっていればいいなというふうな思いで出して

いましたけれども、願わくばこの質問が、終息していればいいかな

と思っていたのですけれども、残念なことに、いまだに世界中を震

撼させております。全く見えないものですから、どうすればいいか

もわからないのですけれども、また役場職員の方たちも、ある意味、

一定の箱、閉じ込められた場にいますので、どうぞ町長を初め職員

の方たちもくれぐれも注意してください。 

 次、いいですか。４点目に行きます。 

 ４点目、夏堀団地の町の町道整備の必要性ということで、一般質

問をしました。この質問を出した後にわかったことですが、昨年６

月議会で一般質問した町道の件、おかげさまで町道整備の方向へ行

き着くことができました。感謝申し上げます。 

 しかしながら、さらに奥には不整備の道路もありますし、地域住

民に丸投げすることなく、ともに解決していこうとする姿勢を示し

ていただきたいと思います。道路整備により住民の生活環境が好転

し、移住する方もさらにふえると考えられます。ぜひとも熱意を持

って熟慮して、町民と共同の作業でもって進めていく必要があるの

ではないかなと思いますが、考えをお示しください。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 以前にも質問を受けた、鶉久保地区の町道整備についてのご質問

と存じます。 

 この町道については、次年度、来年度ですね、町道木ノ下・鶉久

保線と町道鶉久保・三川目１号幹線の交差点から、町道鶉久保地区

１４号支線の一部区間、約５００メートルについて、八戸圏域水道
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企業団により、新たに配水管布設工事が行われる予定となっており

ます。 

 町では、これまでも配水管工事が行われる区間及びその付近にお

いて、舗装や側溝等の整備が必要な場合に、八戸圏域水道企業団と

の共同工事を進めており、今回の配水管工事に合わせて、議員ご要

望の町道鶉久保三川目２号幹線の一部未舗装について、舗装工事を

予定しているところであります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ７番。 

 

質疑 ７番 

（日野口和子君） 

 八戸の水道圏に合わせての舗装であっても、それでも町民は待ち

に待っておりますので、これからもまた、課長もご存じだと思いま

すけれども、未整備のところがあります。私も一生懸命声かけして

頑張っておりますので、どうか課長、知恵をかしてください。力を

かしてください。お願いします。 

 以上で私の質問、閉じます。ありがとうございました。 

 

 西舘議長  これで７番、日野口和子議員の一般質問を終わります。 

 引き続き、一般質問を行います。 

 ３席６番、田中正一議員の一般質問を許します。６番、田中正一

議員。 

 

質疑 ６番 

（田中正一君） 

 それでは、３席６番、田中正一でございますが、議長のお許しを

いただき、これより一問一答方式で質問をいたしたいと思いますの

で、ひとつよろしくお願いします。 

 さて、世界中で感染拡大を続けている新型コロナウイルス感染症

が、日本国内でも発生し、国民にも多大な不安を与えております。

青森県にはまだ感染者が見られませんけれども、秋田、宮城県まで

感染者が出ている状況でございます。当町においても余談を許さな

いような事態だと思っております。 

 このことを踏まえて、私は、７番、日野口さんも今、感染症に対

しての質問をいたしましたが、私もこの新型ウイルスについて、当

町のこれまでの取り組み状況をご説明をしていただきたいと思いま

す。 
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 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 ３席６番、田中正一議員のご質問にお答えします。 

 これまでの主な取り組みとしましては、関係課による情報収集や

情報共有、庁舎や公共施設への消毒液の配置、町ホームページやチ

ラシの張り出しによる注意喚起などを行ってまいりました。 

 先ほどの日野口議員への答弁と重複する部分はありますが、２月

１９日午後３時に、「町新型コロナウイルス感染症対策連絡会」を

設置し、２月２８日に１回目の会議を開催し、各課でのこれまでの

対応状況の報告と今後の対応策について協議いたしました。 

 さらに、政府の新型コロナウイルス感染症対策本部において、内

閣総理大臣から、大規模イベントについて、今後２週間の自粛を要

請されたことを受けて、２月２９日から３月１５日までの約２週間

に開催予定のイベントについて、町主催のものは中止・延期・規模

縮小し、外郭団体や関係団体等が主催するものについても、同様の

要請をしております。 

 また、２月２７日には、小中高等学校や特別支援学校の全国一斉

の臨時休業の要請があったことから、３月５日から２６日まで町内

小中学校を臨時休業といたしました。なお、これに合わせて、子供

たちの受け皿となる放課後児童クラブ、放課後子ども教室の開設時

間の拡大を行っております。 

 一方で、公共施設については、同期間、小中学生及び高校生の利

用を制限しております。また、町民交流センター内のトレーニング

ルームについても、当面の間、閉鎖することとしております。 

 おいらせ病院においては、当面の間、入院患者への面会禁止措置

や全ての来院者に対して体温検査を実施し、３７．５度以上の方や

疑いのある方は、屋外診察室へ移動させ、そこで医師が診察するな

どの措置を講じております。 

 今後も、国や県などの対応状況に注視しながら、新型コロナウイ

ルス感染症拡大防止のための対策を行ってまいります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ６番。 
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質疑 ６番 

（田中正一君） 

 今、町の取り組み、町長からお聞きしましたけれども、きょうの

テレビを見て、感染者がこれを移してくるということで、カラオケ

ですか、行ったということで、大きな報道になっておりました。ワ

イドショーですね、けさ。 

 それで、おいらせ町もこれが出て、勝手にもう、感染している人

もあるかもしれません。これ、病院なんかでも、保健所で、３７度

５分ぐらいであったら電話してくださいということで、保健所のほ

うへ、病院にも、こういうことで指導しているようですけれども、

まさにこういう感染者が、それこそ出て歩いて人に移すといううた

い文句で歩いているということが、甚だ私は遺憾と思っております。 

 これからもおいらせ町においても、そういう人が出てくる可能性

もあります。これが、コロナが出て感染すればですよ。それで、や

はりそういうのはちゃんとした指導をしていかないと、これは環境

保健課ばかりでなくですよ、皆さんが各課、みんな対応していかな

ければならない問題だなと、こう思っております。 

 どうもきょう、かむのですけれども、奥歯がちょっとやめて歯医

者に行ってこなきゃならんなと思っておりますけれども、まずそう

いうことで、何とかみんなで対応していただきたいなと、こう思っ

ているところであります。 

 そして、また２番に入ります。 

 このマスクもないような現状ですけれども、今、教育長、小中学

校・高校と、これはどういった指導をしているのか、そこをちょっ

とお聞かせ願えればと、こう思っております。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 保育園や小中学校への指導の状況ですが、保育園については町民

課から、学校に対しては教育委員会において、それぞれ国・県から

の通知、指導、あるいは町の対策や取り組みに沿って、せきエチケ

ットや手洗い、うがいなどの予防策の徹底のほか、子供たちの体調

管理や健康観察に十分に配慮することなどを依頼してしてきており

ます。 

 そして、先ほど町長の答弁にもありましたとおり、内閣総理大臣

から示された全国一律の小中学校等で臨時休業の要請に基づいて、
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町内の小中学校を先週の３月５日から臨時休業とする方針を示し、

各校で実施しております。 

 なお、高校への指導という点につきましては、あくまでも県の教

育委員会の管理下となっておりますので、当教育委員会から直接の

指示、指導はしておりませんが、同様の方針に基づいた対応がなさ

れております。 

 以上であります。 

 

 西舘議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（田中正一君） 

 この小学校、中学校からは、この間、手紙が来まして、卒業式、

自粛するということで、来賓の方、遠慮していただきたいというこ

とで手紙が来ました。それはそれとして、子供の感染といえば、小

さい子供、保育園ですけれども、感染が余りしないんじゃないかと

いうような話もありましたけれども、子供から子供さんにも結構、

ニュースできのう見ていたのですけれども、移るということで私、

びっくりしていたのですけれども、そういう子供が今うちにいてい

ろいろ父兄の方々と、親御さんと一緒にいるわけですけれども、ス

トレスがひどいと、子供さんとその父兄の方々も大変だということ

で、外へ出れば、公園なんかへ行けば、人は出ていないのですけれ

ども、遊んでいれば、また白い目で見られるんじゃないかなと、こ

ういうようなこともテレビで報道されておりました。 

 それで、私は、都会と違ってですよ、このおいらせ町、何も２メ

ーター離れなくても、こういう広いところですよ、おいらせ町は。

何もどんどん子供さんたちを出して、田んぼのほうにでも連れてい

って放して遊んでいれば、誰も来ていません、今。それで、教育長、

今、下田小学校、全校で１００名です。１００ちょっとですね。体

育館で遊ばせてもいいのではないですか。寒かったらあれですよ。

各教室もあいていると思うのです、下田小学校。甲洋小学校も同じ

じゃないかなと、こう思っているのですけれども、私はそういうこ

とを父兄の方々、保護者の方々がですよ、本当に並大抵じゃないと、

私はこう思っているのです。 

 これは今、あれなのですか、保育園でも今、児童学園とかやって

いるのですけれども、それらもですよ、うちのほうにも児童学園あ

るのですけれども、ああいう２５坪、３０坪ぐらいですか、それに
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行ったら、また集まったらですよ、毎日通っている人もあると思う

んですよ。そういうのだったら、そこでまた感染ということも考え

られないですか。そのところをちょっとお聞かせいただければと思

っています。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 お答えをいたします。 

 感染は考えられないのかという、まず質問からお答えいたします。 

 私も感染は心配されると思っています、正直なところですね。こ

れはもう私たちも心配をしています。ただ、内閣総理大臣からの発

せられた要請には、まずは家庭で、つまり集団をできるだけ分けて、

家庭でまず見てほしいということが、一番の趣旨かなと思って、私

たちも受けとめております。 

 ただ、学校を急に休ませるというのは、非常に難しいこともあり

ますので、うちの町では、教育委員会では、３日間学校に猶予を与

えました。ただし、これさえも本当に正しい判断だったのか、私も

自信はありません。もし仮に３日間のうちに発症したら、教育長、

何やっているんだと。これは当然お叱りを受けることだと私は思っ

ております。 

 それで、その３日間のうちに家庭でも、あるいは我々教育委員会

も、あるいは学校も、休むための準備をしてもらったわけですけれ

ども、その間、家庭でもし見ることが難しい場合もあると思います

ので、その際には児童館、あるいは放課後児童クラブ、あるいは教

室、それを入れると全小中学校をカバーしますけれども、その時間

を少し早めていただきました。町民課のほうからもいろいろ配慮し

ていただいて、８時から６時まで預かってもらえるように配慮した

上で、学校を休んでおります。 

 例えば児童館あるいは児童クラブのほうも、確かに人数が多くな

ると、非常にぐあいが悪いということもありますし、それから実際

に下田小学校のグラウンドで遊んだりしています。移動して。ある

いは学校のほうにも、あるいはそういう施設、太陽館のほうにでも、

学校の施設も使えますよと、体育館も使えますよというようなアナ

ウンスもしております。あるいは百石小学校の場合もそうです。と

いうぐあいに、丸っきり学校を使わないというのではなくて、必要
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に応じて、あるいは条件に応じて、学校の施設も使えるような形を

今とっているところです。 

 ただ、基本的には家庭で見てくださいというのが、国の方針であ

りますので、なかなかそこは難しいところなのですが、できるだけ

集団にならないようにしていただければなと思っていました。 

 なお、学校から通して各家庭にお願いしているのは、人込みを避

けるようにというお願いをしておりますので、個別にそういう例え

ばグラウンドに行ったり、あるいは道路を歩いたりする、そういう

ことについてまで当然規制するものではないということをおわかり

いただければなと思っております。家庭が非常に苦労しているのは

十分承知のことだと私は思っておりますので。 

 以上であります。 

 

 西舘議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（田中正一君） 

 そこで、小中学校は義務教育なのですけれども、これ、今うちか

ら出ないようにということで指導していると思いますけれども、こ

れ、ジャスコなんかへ行って遊んでいるというのを確認したことは

あるかどうか、ちょっとこれ、把握していたら教えていただきたい

と、こう思います。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長 

（松林義一君） 

 そういう話は当然私の耳には入ってきております。そういう大型

施設のところへ、商業施設のところに出入りしているという情報も

来ておりますが、先週の木曜日から休みました。木、金、きょうも

各施設のほうに行って、どのくらい人数が来ているか、どのくらい

の子供が来ているかを把握をしようとしているところでありますけ

れども、各学校では、家庭訪問等も含めていろいろ子供たちの動き

を確認はしていきたいなと思っていました。ただ、どのくらいの人

数がそういうイオンのような大型の商業施設に入っているかという

のは、当然なかなかわからないのですけれども、学校では家庭訪問

あるいは電話をしたり、子供がどういう動きをしているかを今把握

した上で、またあした、ちょっと議会の開会日でありますが、私、

３時ごろちょっと退席させていただいて、また臨時の校長会を開い
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て、いろいろ話し合いはしていきたいなと思っていました。 

 以上であります。 

 

 西舘議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（田中正一君） 

 それも把握しているのであれば、これは間違いないなと、こう思

っております。 

 そして、この間、環境保健課のほうで会議があったので、私、見

させていただきました。出席できないで申しわけなかったなと思っ

て、２１日ですか、私も週末いたのですけれども、ここで、これは

私、やはり今、おいらせ町を褒めるわけじゃないのですけれども、

対策連絡協議会の設置は恐らく初めて、おいらせ町の対応が遅いと

は思わない。緊急外来を受診したほうがいいかは保健所が判断する。

医療機関への取り次ぎも行う。感染病になった以上、疑いがあって

もなくても、この患者は届け出が必要であるというふうなことを、

課が、課長さんですか、これ、保健所の人ですよね、この人ね、や

はりこうしたのを、この間見させていただきました。本当に欠席し

て申しわけないなと思っています。 

 それで、また議会、５日の日に報告を受けた町の対策、５日の日

に、これ、会議を持っているんですよね。これに出る前に私、一般

質問のあれを出しているものですから、やはりこれも今教育長が言

ったとおり、公共施設もそれこそ出入りを禁じるということになっ

ておりますけれども、おいらせ病院のこの対応についてですけれど

も、３７度５分以上の方に関しては、屋外診療室へ移動していただ

き、その中で診察を行うこととしておりますということで、これは

どういうことでしょうか。屋外ということはどういう、屋外といえ

ば屋外だろうけれども。 

 

 西舘議長  通告外ですが。関連ですか。 

 

質疑 ６番 

（田中正一君） 

 関連で。じゃあいいです、いいです。後でまた課のほうへ行って

聞きますからいいです。私はそんなにしつこくありませんから、い

いです。 

 それでは、（３）番ですけれども、高齢者施設ですけれども、老

人ホーム等の対応ですけれども、このマスクも非常に少ない、消毒
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液もないということになっておりますけれども、この高齢者の施設

に対しては、どういうふうになっているのか。これをちょっと聞き

たいと思いますけれども。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 高齢者施設は、感染症に対する抵抗力の弱い高齢者等が集団で生

活する場であり、一度感染すると感染が広がりやすい状況にあると

考えられます。 

 したがって、基本的には「高齢者介護施設における感染対策マニ

ュアル」に沿った感染症への対応を行うことになります。 

 具体的には、施設職員の出勤時の検温などの体調管理や高齢者の

健康状況の確認、あるいは施設内消毒などの衛生管理などを行うこ

とになっております。 

 また、それぞれの施設が、個別に感染対応のマニュアルなどを作

成し、そのマニュアルに基づき対応していることを確認しておりま

す。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（田中正一君） 

 高齢者の施設ですけれども、これは移れば大変だと思うんですよ。

それで、家族とも行くと思うのです。子供さんたちも仙台、東京の

ほうから来たときに行くかと思うのですけれども、その辺のところ

はどういう対応をするようにしているのですか。そこをお知らせ願

えれば。 

 

 西舘議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 それでは、お答えいたします。 

 先ほども述べましたように、町長の答弁で述べましたように、家

族に関しても、介護施設を利用している本人と同様に、体調の管理

等をして施設に入ったり等を確認をしているところであります。 

 以上です。 
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 西舘議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（田中正一君） 

 わかりました。これでコロナを終わりたいと思いますけれども、

おいらせ町で感染者が出た場合は、まず三役を軸として、やはり部

署を問わず応援体制のもとでこれに対応していただきたいと、こう

願うところであります。ひとつよろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、大きい２番の昨年度の当町農業についてということで

ご質問させていただきます。 

 昨年の水稲のこの関係ですけれども、まっしぐら、特Ａのランキ

ングになりました。そういうことで、昨年は農家の人たちは何くる

しばれたかと、この水稲についてですね。それで、私、水稲の斑点

カメムシの対策についてということで、取り上げたわけであります。 

 町長もわかっていると思うのですが、昨年の米、水稲については

本当に当町、カメムシ被害、この管内、被害が大きかったわけです。

そこで、私も農協にも言ったのですけれども、これは農薬の散布で

はどうにもならないんじゃないかということで言いましたのですけ

れども、なかなか思うような回答は得られませんでした。 

 当町では過去に、私、農協にいた時代、消防の方々に応援してい

ただいて、土手の焼き払いしていただきました。本当にこれが効く

と私は思ったんですよ。今の農薬、カメムシについては、殺虫剤、

もう虫がいなくなるんだ、下に落ちるんだと、もうそういう薬じゃ

ないんですよね。もう農薬をかけると、隣の田んぼに行く。隣の田

んぼに行ってかければ、また戻ってくる。これの繰り返しだ、こう

いうふうな話を聞いているんですよ。 

 それで今、カメムシの話をしたら、大きいカメムシ、うちで入っ

てくるカメムシかというふうな話をしたのですけれども、本当に目

に見えない虫なんですよね。ですから、この対策、何とか町のほう

で消防団にお願いして、土手の焼き払い、河川敷ですね、住宅の洗

濯干すようなところで迷惑だというのであれば、これはそっちのほ

うはしようがないのですけれども、我々のところ、本村地区の赤田

地区から本村、木内々の橋までのあたりまで、何とかできないか。

これは何も私のところばかりやれということじゃないのです。よけ

れば全部やってもらいたいのです。三田のほうまで、百石のほうま

で。ただ、消防団の方はどう言うのか。何とか応援して協力して焼
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き払いしてもらいたいと、こう思っていますが、農薬代、町から助

成させるよりは安く上がるんじゃないですか。財政危機です。消防

団に何とか協力してくださいと言えば、２００万円、１００万円浮

くと思うのですけれども、その辺のところ、町長から。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 水田農業において、水稲のカメムシ被害による斑点米は、品質の

低下を招くとともに、等級への大きな要因とされていることから、

斑点カメムシの防除対策は大変重要であると認識しております。 

 町では、平成１９年度から平成２８年度までの間、稲作農家が行

う防除に係る経費の一部を助成することで、対策に取り組む農家を

ふやし、被害を減らすための対策を行ってきました。 

 カメムシの大量発生は、気象条件にもよりますが、対策としての

農道や畦畔のイネ科雑草が結実する前の適期除草や、出穂期に適用

のある薬剤の散布で防除を行うなど、斑点カメムシが発生しにくい

環境をつくることが重要となります。 

 町としても、関係機関と連携をし、被害状況の把握に努め、稲作

農家を対象に研究会や勉強会を開催し、情報の共有を図るとともに、

防除対策を促すことで稲作農家の経営安定と良質米の生産を推進し

ていきたいと考えております。 

 なお、堤防の焼き払いの件、これは通告にはないのですけれども、

再質問として認識しており、答弁といたしますと、消防団という組

織があるもので、私の一存では答弁できませんので、もしよろしけ

れば、知っている範囲でまちづくり防災課長がお答えできる部分が

あるかもしれませんし、もし答弁できなければ、今後消防団と相談

しながら検討していきたいと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（三村俊介君） 

 それでは、お答えしたいと思います。 

 過去の土手の焼き払いですか、そちらについてはちょっと資料が

ありませんので、調べておりませんのでお答えできないのですけれ
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ども、通常の野焼きという、一部例外で認められている野焼きであ

れば、春先に例えば枯れ草とか、そういった邪魔なものを集めて焼

くという行為については、消防署の、環境保健課のほうに相談して、

消防署に届け出をすればやれるという形になります。 

 ただいまおっしゃっているのは、大規模に焼き払いを行うという

ことになりますので、それに関しては、町のほうには今、火入れに

関する条例というのがありまして、それは、要は森林法というので

定められている、例えば周囲の、森林の周囲１キロメートルの範囲

になる原野、田畑、その他の土地で、目的としては、例えば害虫駆

除とかさまざまな目的でやることは可能というふうになっておりま

す。 

 実際にやる場合には、町のほうに届け出してということで、これ

は個人がやる場合です。町がやる場合はそういう申請は必要ないと

いうことになるので、どういう形態になるのかわからないのですけ

れども、まずこちらのほうに相談していただいて、農林水産課とこ

ちらのほうで担当になるのですけれども、ちょっと相談していただ

いて、どのエリアを、どのような形で、どういう目的で焼き払いす

るのかというのを明確にしていただいて、実際にやるとなったとき

には、町がやるのか、個人でやるとか、いろいろあるかと思います

が、それに応じてまた申請書を出したり許可したりというのもあり

ますし、あと実際に防火対策ですか、そちらのほうでいきますと、

周囲に延焼物だったりですとか、そういった延焼の危険とか、強風

注意報とか出ている場合はできないという条件もありますので、そ

の辺も含めてご相談いただければと思います。 

 実際にやるとなったときは、こちらのほうでまた防火体制、消防

署との連絡体制もとりますし、あと消防団とも連携しながら防火対

策をするという形になるかと思います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（田中正一君） 

 やるというのは、役場のほうでやってくれるというのであれば、

うちのほうでも人を出さなければなりません。８年前の営農組合は

８０名ほどありましたけれども、今は２７名か何ぼしかありません。

みんな田んぼの賃貸があって、みんな出席しています。それで、２
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７名しかないのですけれども、どの辺までやるかというのは、町当

局のほうでも心配でしょうから。 

 ともかく、田んぼのほうでも、農林課長もあれなのですけれども、

中間機構は中間機構でもいいのですけれども、それこそ減反してい

る、あの草、本村の前を見たらわかるでしょう。その指導も徹底し

てやっていかないと、これからおいらせ町の米が、県でも評価を受

けられなくなりますよ。やはり何のためにあの農林課、水産課含め

たあれで、課長もさ、ここに少し力を入れてやっていかないと。ひ

とつその点、よろしくお願いします。 

 そして、次、もう時間が来る、日野口さんと私とで１時間という

ことで今決めていましたので。まだあと５分。 

 （２）番、当町畑作の現状についてということで、ことしは野菜

が安かったんですよ、本当。町のほうにも理事会のとき、いや、田

中、おいらせ町にも助成の話をしてくれませんかと言われまして、

私は、農協は、農協はですよ、自分たちの農協でこの支店なりで対

応を進めていかなければならないのが本当じゃないか、そして陳情

をするときは、組合長を初め常勤の方々が行って、田中、おまえも

一緒に行ってくれるのが本当ではないかということで、私は断りま

した。財政が大変だというような話もしてですね。断りました、本

当に。 

 やはり我々は農協時代、農協は農協でやっていかなきゃない。我々

のときは農協が町役場に助成したんだよ、逆に。やはり責任を持た

なきゃならないということです。それで農協が、ＪＡ十和田おいら

せで無利子の５億６，０００万円、金を出したわけなんですよ、農

家に対してね。それを利活用していただいてやったほうが、町にお

願いするより、後々からなのですけれどもいいんじゃないですかと

いうことで、私は断りましたけれども、その後、町長、要請があり

ましたか。助成してくれないかというような要請が。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 通告に従ってお答えしたいと思いますので、ご理解いただきたい

と思います。 

 当町の畑作は、「おいらせ町地域農業再生協議会水田フル活用ビ

ジョン」において、ダイコン、キャベツ、ニンジン、ゴボウ、ナガ
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イモを重点品目として位置づけ、生産拡大の推進に取り組んでいる

ところであります。また、町内全体の野菜販売実績は、十和田おい

らせ農協管内の中でも約４割を占め、生産量、品質ともに市場の高

い評価を得ていると伺っております。 

 昨年は、大雨や台風の接近・上陸が相次ぎ、全国各地で大きな被

害が発生した年でもありましたが、農作物は豊作基調だったことも

あり、市場価格の低迷が続きました。また、野菜の出荷数量は例年

より多い実績となりましたが、販売金額は、前年を大幅に下回る厳

しい年となりました。 

 昨今、農家の担い手減少や耕作放棄地の拡大など、農業を取り巻

く環境は厳しさを増す一方ですが、片や農業経営を拡大する農家が

地域を担ってきており、大変頼もしく思っております。このような

地域の担い手を育て、魅力ある農業を次世代に引き継ぐことで、町

の農業は今後も発展していくものと思っており、引き続き、農地の

集積・集約化を図り、担い手育成に対する支援事業を活用して、活

力ある地域農業を推進していきたいと思っております。 

 なお、２回目の質問になろうかと思いますけれども、先ほど農協

のほうから出資あるいは補助の要請があったかということですけれ

ども、現在のところ、ないものと思っております。 

 以上です。 

 

 西館議長  ６番。 

 

質疑 ６番 

（田中正一君） 

 ありがとうございました。野菜でも本当に安かったんですよ。だ

けれども、農協でも５億６，０００万円、利息はないんですよと。

みんなで借り入れしてやってくださいということでやっていますか

ら、別に町のほうでもそんなに、それでなくても今、町でも大変だ

と、こう思うんですよ。 

 ですから、皆、町長も農家を、１次産業、基幹産業ですけれども、

案ずるのは、私も重々わかっています。ですから、今後とも農協か

らも依頼があったら、その辺のところは可能な限りはやっていただ

きたいと思いますけれども、できないときはできないで、ちゃんと

した回答をしてやってほしいなと、こういうふうに思います。 

 いろいろ今言ったのですけれども、とにかくうちの前の小前谷地

区もですけれども、皆さん知っているとおり、道路も相当壊れてい
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ます。農道ですね、田んぼに行く道路。昨年、課長にお願いして、

ダンプも通れないようなところに砂利を運んでもらって、本当に助

かりました。ありがとうございます。 

 本当にこの、また再度言うのですけれども、このコロナですけれ

ども、これ、政治家の人たちも、びっくりしたのですけれども、武

漢コロナと言ったんですね。国会でこの間、ＮＨＫの答弁のあれで

質問するときに。いや、報道機関も、これは中国から来たので、何

でこれ、中国、韓国はどうなんだと。日本が悪い悪いと言っている

けれどもというふうな話でですね。武漢コロナと。そういうことは

やはり言うものではないなと、私はこう思っております。 

 いずれにいたしましても、再度このコロナ肺炎ですけれども、出

ましたら、各課とも応援体制のもと、町長を軸として、三役を軸と

して頑張っていただきたい。最後にそれをお願いして終わりたいと

思います。どうもありがとうございました。 

 

 西舘議長  これで６番、田中正一議員の一般質問を終わります。 

 お昼のため、午後１時３０分まで休憩します。 

 

  （休憩 午後 ０時１７分） 

 山副議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午後 １時３０分） 

 山副議長  議長にかわり、副議長が暫時議事を進行いたします。 

 引き続き、一般質問を行います。 

 ４席８番、平野敏彦議員の一般質問を許します。平野議員。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 令和２年第１回おいらせ町議会定例会に当たり、議長のお許しを

得て、６番、平野敏彦が通告に従いまして、一問一答方式により一

般質問させていただきます。 

 中国武漢に端を発した新型コロナウイルスによる肺炎は地球規模

に広がり、パンデミックになる可能性があると、世界保健機構のテ

ドロス事務局長は、各国に備を呼びかけております。 

 ２月２７日、安倍晋三首相が新型コロナウイルスの封じ込めに向

け、全国の小中学校・高校や特別支援学校を３月２日から春休みま

での臨時休校を要請すると表明しました。多くの子供が毎日濃厚接

触する学校の閉鎖が、感染拡大防止に有効なのは理解できるものの、
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多くの国民は衝撃を持って受けとめ、なぜ今なのか、なぜ一律か、

全国一斉休校は前代未聞で、教育現場の混乱は必至となり、卒業式

や高校入試など重要行事への対応も急務とあります。春休みが終わ

る１カ月間、子供を家に置いて出勤できない親や正規勤務の親の対

応には心が痛む思いであります。 

 感染者が１人も出ていない地域まで一律に休校する必要性の根拠

は不明で、政府の対応は場当たり的との報道には納得するものであ

ります。 

 おいらせ町にあっては、５日から休校となっておりますが、高校

入試の対応や部活動の扱い、児童生徒の健康状況の把握など、課題

山積であります。子供の保護者などに積極的に情報の提供に努めて

ほしいものです。 

 これらの課題解消のため、町を挙げて積極的対応をお願い申し上

げ、それでは通告いたしました一般質問について、町長の所見をお

伺いいたします。 

 第１点目は、「超高齢化社会を見据えて」についてであります。 

 昨年末に「北奥羽２０２５年問題」が新聞に掲載されました。日

本は世界にも類を見ない速さで超高齢化社会を突き進んでいて、２

０２５年ごろは団塊の世代全てが７５歳以上の後期高齢者となり、

現行の社会保障制度の維持が困難となる「２０２５年問題」が待ち

受けるとあります。さらに、要介護者の増加による介護費や医療費

の急増、働き手不足、高齢者の孤独死、高齢者を狙う特殊詐欺の横

行、高齢者の交通事故、認知症患者の徘回による行方不明者の増加

などが予測されます。 

 このことから、次の点についてお伺いをいたします。 

 （１）当町の２５年以降、７５歳以上の後期高齢者の推移につい

てお伺いをいたします。 

 

 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 ４席８番、平野敏彦議員のご質問にお答えします。 

 まず、令和２年２月末現在の高齢者数ですが、６５歳以上６，７

９１人、高齢化率２６．９％で、７５歳以上は３，０９１人、１２．

２％になっています。 

 今後の推移ですが、６５歳以上の人口及び高齢化率は、人口ビジ
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ョンによる推計値で、２０２５年、７，３６７人、３１．３％、２

０３５年、７，８８３人、３５．４％、２０４５年、８，１９２人、

４０．４％と見込んでおり、ご質問の７５歳以上の人口の推移は、

２０２５年、３，９１９人、１６．６％、２０３５年、４，７４４

人、２１．３％、２０４５年、４，８６４人、２４％と見込んでお

ります。 

 以上です。 

 

 山副議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 今、町長の答弁ですと、非常に幅広い、先を読んだ答弁ですけれ

ども、私が知りたいのは、２５年以降、７５歳以上の後期高齢者の

推移ですから、２５年は今答弁があった３，９１９人、２６年にな

れば幾らになりますよ、２７年は幾ら、年間の推移を知りたかった

わけですよ。４０年とかそっちまでは聞いていませんから。だから、

前段に言ったように、この５年間というのが、いかに私は重点的に

大事かというふうなことを訴えたいというふうなことで聞いている

わけですから、そこをお願いします。 

 

 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 大変失礼しました。それでは、担当課が多分調べていると思いま

すので、担当課長に説明させます。 

 

 山副議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（田中淳也君） 

 先ほどの答弁の数値については、人口ビジョンから引っ張ってき

ておりまして、１年刻みの推計については、ここでは用意しており

ません。 

 

 山副議長  ８番、平野議員。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 私が人口ピラミッドの、この町民課でいただいた人口構成を見れ

ば、これでわかると思いますけれども、非常に今７０、７１歳の下

が６８から６９歳のところが一番人口の横幅が広いのですけれど
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も、これがだから、団塊世代から見て、５年間の推移というのは、

これでわかるわけですよ。推計も確かに大事ですけれども、実態を

ちゃんと把握してもらいたいというふうなことで私は質問している

わけですから、この辺を、その人口がどういうふうな形で２５年、

２６年、２７年、２８年、２９年になれば、こういうふうな人口が、

対応する、そういうふうなものに対するいろんな対策を講じていく

んだというふうなことで、どういうふうにやるんだというふうなこ

とで私は聞いていたのですけれども、ちょっと意味が理解されてい

ないようで、次の点に入らせていただきます。 

 そのために私は前段でこう、いっぱいデータを出して説明してい

たわけですけれども、ちょっとこの辺もう少し理解をしていただけ

ればなというふうに思います。 

 それから、２点目に入ります。 

 後期高齢者の増加による社会保障制度の維持困難と予測されてお

りますが、当町で予測される社会保険制度を維持するに、大変だな

というふうな、その２０２５年以降、問題になる点、これについて

どういうふうなことが予測されますか。 

 

 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 まずもって先ほどの質問の要旨がよく伝わっていなかったという

ことでありますので、以後、担当職員を聞き取りさせながら、確認

をとりながら、答弁書をつくりたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

 それでは、お答えします。 

 当町の高齢化率は、団塊の世代が全て後期高齢者となる２０２５

年以降に進み、団塊ジュニア世代が高齢者となる２０４０年から２

０４５年に高齢化のピークを迎えるであろうと予測されておりま

す。今後、さらに少子化や高齢化が進行することにより、現役世代

の急減、単身世帯や高齢者のみの世帯の増加などが予測されており

ます。 

 それにより、医療費や介護給付費がふえ続け、国民健康保険など

の医療保険制度や介護保険制度において、保険税や保険料の相当な

負担が強いられるなど、制度を維持していくことが困難になること

も考えられるため、今以上に包括的な対策を講じていくことが重要
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になってくるものと思われます。 

 以上です。 

 

 山副議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 今、町長の答弁ですと、ああ、なるほどなと１つわかったのが、

医療とか介護保険給付、それから保険税が高額になる、これは自分

たちがこれからその年代になったときに予測される部分で、大変だ

なというふうな思いが、年金だけでは対応できなくなるんじゃない

かなというふうな思いがあるわけですけれども、ただ、今までのこ

の議会のいろんな議論を見てきまして、おいらせ町は人口が減って

いないんだと。微減だというふうなことで、いろいろ町の認識があ

るのですけれども、その人口構成の中で、収入を生める年代、この

パーセントというのはどういうふうに見ているか、私は人口は減ら

ないけれども、後期高齢者、こういうふうな層が非常にふえること

によって、町が立ち行かなくなることも想定されるんじゃないかと

私は思っているんですよ。 

 何かこの、人口が減らなければ、何か町がまだまだ継続、持続可

能だというふうな解釈をしているようですけれども、人口が減らな

くても高齢者の人がいっぱいふえることによって、収入が、働き手

がなくなれば、私はこの町は大変なことになると思いますよ。そう

いうふうな予測ができないのかなというふうな思いです。 

 今言っているように、介護、医療、それから徴収するほうにすれ

ば、保険税、介護保険、いろいろなものを上げなければ対応できな

くなる。そういうふうなものをきちっとこれからの町の計画の中に

組み入れて、基本にしていかなければ、あと５年ですよ。５年たて

ばこうなりますから。その部分をもうちょっと基本に据えて行政運

営に当たってほしいなというふうな思いがあります。 

 次、３点目に入ります。 

 後期高齢者のひきこもり・認知症対策として、各町内会ごとに今

非常に空き家がふえておりますけれども、その空き家を利用して定

期的に保健指導の体制をつくる考えはないか。自分たちの年代以上

になりますと、ひとり老世帯、夫婦２人が高齢者、その世帯、そう

いうふうなのが結構ふえてきます。私の今、町内にもそういうふう

な人がおります。なかなか出てきません。外へ出ません。こういう
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ふうな人方が身近に集まれるような場所をつくって、そこに保健師

とかそういうふうな方が行って声がけをする、そしてまた地域の認

知症対策、そういうふうなものでの指導をしていくというふうなこ

とで、これからそういうふうな体制をつくっていくというふうな考

えがないかどうか、お聞かせいただきたいと思います。 

 

 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 健康長寿のまちづくりにおいて、日ごろから健康づくりや介護予

防を意識した生活習慣の確立が重要でありますが、中でも高齢者対

策では、「転倒予防」「認知症予防」に重点を置いた事業内容を取

り入れております。 

 また、各町内会の集会施設を活用した「いきいきサロン」は、４

１町内会が実施しており、平成３０年度から実施している「１００

歳体操」は、４町内会が週１回の取り組みを行い、健康づくり、仲

間づくり、地域づくりを行っています。 

 今後も現在の事業を軸に拡大・充実を図っていく計画にあり、空

き家を利用した保健指導の体制づくりについては、現時点では考え

を持っておりません。 

 以上です。 

 

 山副議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 私は非常に、先を読んで行政は対応したいというふうなことで、

確かに今現在、いきいきサロン、おいらせ町それからさまざま取り

組みをしていますけれども、いきいきサロンに来られる人はまだい

いんですよ。それなりに応分の負担をして来ていますから。 

 例えばですよ、この後期高齢者、７５歳以上になってくれば、団

体で移動するというふうなことに非常に抵抗を感ずる人も出てくる

わけですよ。だから、そういうふうなのだったら、もっとコンパク

トに、そこのところに集まれる人が５人でも１０人でも集まっても

らって、いろんなこの交流をしながら、保健師の話を聞くのもいい

と思いますし、そういうふうな健康チェックをしていただく、そう

いうふうな形がこれからは私は絶対必要だと思いますよ。 
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 今そういうふうな考えはないということですけれども、考えじゃ

なくて、今の私が提案していることを基本に、これからの後期高齢

者対策、そういうふうなものを講じていくというふうな形で、町長

には認識してもらいたいというふうに思います。 

 次、４番目に入りますけれども、今後、高齢者や障害者や通院が

困難な患者の自宅や施設に医師が訪問して、在宅介護の需要が増加

すると見込まれておりますが、おいらせ病院を核とした医療・福祉

の連携強化は重要であります。訪問診療を進める体制を充実すべき

と思いますが、町長の考えをお伺いいたします。 

 

 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 答弁の前に、先ほどの３番の質問で平野議員の思い、伝わってお

ります。いつぞや私もそういう思いをしているというようなことを

伝えたような記憶があるので、これは前向きに考えていかなければ

ならないということを答弁として申し上げておきます。 

 それでは、先ほどの４番について答弁します。 

 おいらせ病院では、現在、通院が困難な患者に対して訪問診療を

行い、医師が医学的管理に基づき、居宅療養管理指導を行っており

ます。 

 社会や家族のあり方が大きく変わる中で、医療と介護、福祉の日

常生活支援などが確保され、患者や家族の軽減負担等も考慮した訪

問診療は必要不可欠であると認識しております。 

 平成３１年４月には、院内に地域連携室を設置し、周辺の病院と

の受診や入院、退院、転院といった医療連携を図るとともに、町介

護福祉課や地域包括支援センター、介護施設を初めとした福祉にか

かわる多くの人をつなぐ役割を担うなど、連携が強化されつつある

ものと考えております。 

 このような連携を通じまして、地域の要請に応える在宅医療の体

制整備の充実に努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

 

 山副議長  ８番。 

 

質疑 ８番  大体現在も、その体制がつくられつつある、進行しているという
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（平野敏彦君） ふうなことで確認をしておきたいと思います。 

 そこで、町長にさらにこれを充実させるためには、まずは医師の

確保、充足、これも非常にこれから大事になってくるんじゃないか

というふうに思います。 

 １つは、八戸広域の枠の中で、公立病院、名川、五戸、三戸、お

いらせ、こうあるわけですけれども、八戸市民病院を核とした医療

連携の確立を、ぜひ町長から提案をして働きかけをしていただきた

い。それによって、八戸市民病院とおいらせ病院との医師の交流を

積極的に進めていくと。それによって、町の医師のいろんな意味で

のレベルアップにつながるし、患者対応、サービス、そういうふう

なものが大きく変わってくるんじゃないかと。 

 今までその圏域の中では、八戸はおいらせ町のほうについて、医

療の応援とかそういうふうな意識というのは非常に低かったんです

よ。それがいろんな意味で変わってきているなというふうに私、受

けています。今、八戸市民病院の今院長は自治医科大卒で、地域医

療も担っている大学を卒業していますので、そういうふうな意味で、

各この田舎のほうの地域の病院についても理解をしてもらえるとい

うふうに私は理解しておりますし、ぜひ町長にあっては、この広域

の町村長会議等の中で、医療部門については、おいらせ町からこう

いうふうな形で病院の先生のいろんな交流を図ってほしいと、積極

的に提案をしてもらいたい。 

 というのは、岩手県の場合は、市が全部県立病院になっているわ

けですよね。それで医者が回っているわけですから、青森県だけな

んですよ。青森県は非常にそういうふうなネットワークが弱いし、

県立病院がありながら、そういうふうな自治体の病院との連携はほ

とんどとられていないというのがあるのですけれども、ただ、研修

とかそういうふうなのは受けていますけれども、医師の派遣とかそ

ういうふうなのというのは、なかなか体制ができていませんで、ぜ

ひここは、成田町長が先陣を切って、おいらせ事例というのをつく

っていただければと期待をしておきます。 

 それでは、次に（５）の高齢化に伴う認知症患者の取り組みにつ

いてであります。 

 認知症は、７５歳から７９歳では８人に１人が発症、９０歳では

３人に２人が発症するとあります。２０１９年６月、厚生労働省は

「認知症施策推進大綱」を発表し、「共生」と「予防」を両輪とし
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た取り組みを推進するとあります。町の「共生」と「予防」の取り

組み実態についてお伺いいたします。 

 

 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 認知症施策推進大綱において、「共生」とは、認知症の人が尊厳

と希望を持って認知症とともに生きる、認知症があってもなくても

同じ社会でともに生きることを意味します。町では、認知症に対す

る正しい知識と理解を持ち、当事者やその家族を地域全体で支援し

ていくために「認知症サポーター」の養成、医療・介護に関するガ

イドブック「認知症ケアパス」の作成、地域の集いの場「認知症カ

フェ」などを通じて、普及・啓発に努めております。 

 「予防」につきましては、認知症になるのをおくらせる、認知症

の進行をおくらせるという意味で、中学校区ごとに実施している介

護予防教室を初め、町内会単位の「いきいきサロン」や「１００歳

体操」など、通いの場の確保と社会参加、身体及び認知機能の維持・

強化を進めております。 

 今後も地域包括支援センターが中心となって、関係機関と連携・

協働しながら、事業の拡大、充実を図っていくこととしております。 

 以上です。 

 

 山副議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 この町の取り組みと、それから国のほうで示している部分、この

取り組みの具体的な部分というのは、私は町のほうから、今町長が

説明した、答弁した、サポーターの養成とか、認知症の知識を理解

させるとかというふうなのがありますけれども、私も、町民にはこ

の部分というのはほとんど浸透していないんじゃないかと。という

のは、自分たちがこれからその対象になっているわけですけれども、

まず自分たちがそういうふうな意識が全く、持っている人が少ない。

あと５年すればですよ、もうこの対象年齢になって、発症してもわ

からないわけですね。自分がなっても。周りの人が言わなければ、

私は認知症なんていうのは、自分ではなかなか認められないと思い

ますよ。 
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 だから、そのためには、今町長が言った、その知識をどうやって

事前に我々団塊世代以降の人に持たせるかですよ。この前テレビを

見たら、ほかの県ではグループをつくって、１カ月に１回定例的に、

友人会だったかな、酒を飲ませて、酒を飲む機会を設けて、その中

でそのグループ、１０人のグループで、２つかけ持ちしても、３つ

かけ持ちしてもいいというふうなのがあって、何を言わんとしてい

るかというと、お互いに個人の感じたことを、感想を言う。おまえ

やせたなとか、おまえちょっと人相が変わったなとか。言ってはな

らないのは選挙のことだけで、ほかのは何を言ってもいいと。 

 そういうふうなことをお互いに言い合うことによって、ああ、自

分は衰えてきたなとか、体重が減ってきたなとか、あれ、おまえ３

回目だよ、これ同じのしゃべるのと。こういうふうに、そうすれば

認知症の気配を感じるとか、そういうふうなので、非常にこの高齢

者自体がお互いに意識して生きていくから、この認知症の予防にな

っているというふうな。 

 ああ、私にぴったりだなと思ったとき、私はそこに転出していく

わけにもいかないから、ぜひこういうふうなパターンを職員の皆さ

んも、あと何年かすれば私たちも予備軍になるわけですから、発想

して、地域でいろんな、違った取り組みをしていけば、おいらせ町

はまだまだ変わってくると思うんですよ。やはりその年齢になって

から呼びかけをするんじゃなくて、５年前からもうそういうふうな

意識を持たせていけば、ああ、あれは俺よりずれてきているからも

う認知症に入っているなとかというふうな診断できる人がいっぱい

出てくれば、私、変わってくると思いますよ。 

 ですから、そういうふうな意味で、ぜひ早目早目の対応をしてい

ただくようにお願いをしたいと思います。 

 それから、次のこの６番目のほうに入りますけれども、町の総合

計画、だから今言ったような形で、どこにどういうふうな形で反映

されるというふうなのが盛り込まれているのか、ちょっとお聞かせ

いただきたいと思います。 

 

 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 「認知症施策推進大綱」は、令和元年６月につくられましたが、
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総合計画は平成２７年１月に出された「認知症施策推進総合戦略（新

オレンジプラン）」をもとに策定されました。 

 「共生」につながる施策は、基本方針２「みんなが互いに助け合

うまち」の施策２の３「地域で支える福祉ネットワークの形成」に

おいて、地域づくりの推進や地域福祉を担う人材育成として掲げて

おります。施策２の６「安心して暮らせる高齢者福祉の充実」では、

認知症施策の推進と在宅医療・介護の連携推進、地域包括ケアシス

テムの機能強化、適正な介護保険制度の運営を掲げております。 

 「予防」につながる施策は、同じく基本方針２の施策２の１「健

康づくりの推進」において、健康教育の推進、疾病予防対策の充実、

食育の推進、施策の２の６「安心して暮らせる高齢者福祉の充実」

では、介護予防・日常生活支援総合事業の推進、高齢者福祉の充実

を掲げております。 

 以上です。 

 

 山副議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 ２７年に作成しているから、実際この国の部分の取り組みという

のはなされていないというふうなことで理解をしますけれども、当

てはめれば、今町長が答弁したような形で、町ではその文章にして

いますよと。字句表現ではなるほどというふうに感じますけれども、

町民はその実感は全然湧かない、理解できないと思います。 

 私は文章で表現したら、次の段階として、どうやってこれを実践

するかと、具体的な実践方法も私は全町的でなくてもいいから、拠

点的に実践する、そういうふうな手だてがあってもいいんじゃない

かなと思いますよ。全部おいらせ町横並びで１歩前でなくて、各地、

この地域はこの部分では１歩前、この分野はここの地域が２歩前だ

とかというふうな取り組みをしていかなければ、私らに渡ってくる、

そういうふうな冊子でいけば、いろんな意味で将来的に夢があるよ

うに書いているのですけれども、５年たてばもう、やってもやらな

くても同じ、消されてしまうわけですね。 

 やはりそういうふうな取り組みというのは、もっとこう、担当課

長ももっと個性を出すべきですよ。自分だったらここを１つだけで

も実績を残しておくとか、みんな横並びでヒラメみたいに横ばかり

見て自分が１歩出ないというふうなのが管理職であれば、私はおか
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しいと思いますよ。自分だったらここは絶対負けないとか、そうい

うふうな個性を出す１つの管理職を育ててほしい。これは副町長に

お願いしますよ。 

 そういうふうな意味で、私はこの（７）に入りますけれども、こ

の２０２５年問題に対処するため、さっきも言っていますけれども、

病院では対応しているというふうなことですけれども、この病院の

役割は重要であり、医療スタッフ・保健師・介護士等が計画的に情

報交換の場を持ち、町民に安心・安全のサービス体制の強化が必要

と私は思います。 

 今も言っているように、文章表現ではこういうふうになっていま

すけれども、じゃあ１カ月に１回とか、四半期に１回、こういうふ

うな形でこの地域の課題、それから特異な認知症患者、いろんなも

のの情報を共有する。それを例えば地域ごとの部分では、町内会、

それから町内会担当職員とか、いろんなものに情報提供をしていく

というふうなのが、私はこれから大事だと思うのですけれども、町

長、どう思いますか。 

 

 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 医療と介護、福祉の連携強化に向けて、それぞれの顔が見えるつ

ながりが必要であります。先ほども触れましたが、平成３１年４月

には地域連携室を設置したことで、相談窓口が明確になり、町包括

支援センターや地域の介護や福祉の関係者とも情報交換がスムーズ

に行うことができるようになったものと考えております。 

 具体的に今年度は、町地域包括支援センターが開催する「地域ケ

ア会議」や「おいらせ町在宅医療・介護連携推進事業情報交換会」

で情報共有を図るとともに、おいらせ病院が開催する、周辺医療機

関で構成される「おいらせ地区医療連携推進会議」において、町地

域包括支援センター職員から「おいらせ町在宅医療・介護連携推進

事業」についての情報を共有するなど、連携強化が進んでおります。 

 町民、地域住民に対しては、医療や介護、福祉の関係者がそれぞ

れの事業の趣旨や内容、その有効性等をそれぞれの分野に限定して

提供するのではなく、相互理解のもと、包括的にわかりやすく提供

できる連携体制が重要であると考えておりますので、引き続き、連
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携強化を進めてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

 

 山副議長  平野議員、すばらしい質問ですけれども、質問のときに、どうし

ても、もう癖だろうと思うのですけれども、ポケットに手をどうし

ても入れる、ちょっとこう、せっかくの品格がちょっと落ちるよう

な気がするので。（「ご指導ありがとうございます」の声あり）ど

うぞ。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 今町長の答弁がありましたけれども、私は、三沢のほうのちょっ

と資料を見てみますと、認知症対策については、早期診断、早期対

応を図り、認知症になっても安心して生活できる地域づくりを目指

し、毎月第３木曜日に憩いの家で開催されているオレンジカフェ、

相談体制の充実、認知症に対する知識の普及・啓発、こういうふう

なものをやっていって、その三沢市の目標値である２０２０年度末

３，７６５人に対し、２０１３年のそのいろんな対象者の普及、こ

ういうふうな対応をしていくんだというふうな目標設定をしてやっ

ているので、ああ、これも１つのいい方法かなというふうに私は感

じましたので、前にも言っているように、三沢みたいなすばらしい

施設は当町にはないのですけれども、やはり小ブロックで空き家活

用とか、そういうふうな形での対応も可能じゃないかなというふう

に思いますので、この辺もあわせて検討していただきますようにお

願いをしたいと思います。 

 それでは、続いて（８）の在宅医療の医師の負担を軽減するため

に、医師と患者をつなぐ「在宅医療アシスタント」を病院に配置す

る考えがないかというふうなことですが、これについては新聞にも

出ていましたけれども、医師と患者をつなぐ「在宅医療アシスタン

ト」、家族に寄り添い、その家族の負担とかそういうふうなものを

軽減していくというふうなことで、実際今この仕事を担っている方

がいるわけで、やはりこういうふうな人がいることによって、医者

の部分の負担が軽減される、それから看護師の負担も軽減される、

そしてまた受け手のほうが非常に安心してお任せができるというふ

うな役目を担っているというふうなことが新聞に出ていました。 

 私は今、さっき町長が言ったように、もう在宅医療については病

院で取り組んでいますよというふうなことですから、できれば、こ
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の青森県では多分まだ病院に配置しているかどうかわかりませんけ

れども、先駆けてこのアシスタントをおいらせ病院に配置する、こ

れがいろんな意味でＰＲ効果が出てくると思いますけれども、この

点についてお聞かせいただきたいと思います。 

 

 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 ご質問の「在宅医療アシスタント」は、訪問診療がスムーズに行

えるように、物品の準備や介助、診療補助などを行い、その診療補

助業務を通じて患者やその家族の情報を収集しながら、診療をサポ

ートする役割を担うとされております。 

 おいらせ病院の訪問診療の場合は、担当医師をサポートする看護

師が、訪問診療スケジュールの作成や、患者とその家族のほか、ケ

アマネジャーや施設に対する訪問日の連絡、訪問診療当日の各種準

備、医師に対する看護指示書の作成依頼、患者やその家族、施設な

どからの相談に対する回答、新規訪問診療の受付などの業務を行っ

ています。 

 身体的事情や家庭事情、そして社会的要因を含め、在宅診療、訪

問診療への需要の高まりは、ますますふえていくと予想されるため、

在宅医療アシスタントを含め訪問診療の体制整備について、今後、

病院内で検討していくことになると考えております。 

 なお、在宅医療に係る医師の負担軽減については、本年４月から

医師の働き方改革の取り組みとあわせ、訪問診療を主に行っている

水曜日と金曜日に非常勤医師を招聘し、勤務の軽減を図ることとし

ております。 

 以上です。 

 

 山副議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 今言ったように、それぞれの分野のスタッフがかかわって、在宅

医療システムがあるわけですけれども、こういうふうな各ケアマネ

とか看護師とか、そういうふうなものの役割を担うのがこのアシス

タントというだけで、非常に経費的な負担軽減にもつながるわけで

すよ。ですから、その辺を、やはり経営の合理化、どういうふうな
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ものからいっても、私はよく検討すべきじゃないかなというふうに

思っております。 

 それから、今町長の答弁の中で、その水曜日、金曜日、非常勤医

師を活用してというふうなことですけれども、これは、私は余りこ

う、私の認識からいけば、それなりのレベルのドクターであればい

いのですけれども、何といいますか、もうこちらのほうでぜひ譲り

受けたいというふうなのを連れてきても、私は効果が上がらないん

じゃないかと。やはり少なくともここにいる課長ぐらいのぎらぎら

とした医師が来て、その在宅でいろんな指導をしていくというふう

なのならわかりますけれども、私以上の年齢の医師が来たら、私は

ちょっと本当に効果を上げてもらえるかどうかというのは疑問です

よ。ですから、ここのところは町長もきちっと吟味して医師の確保

には当たってほしいというふうに期待をして、終わります。 

 それでは、次、第２点目について質問させていただきます。 

 新年度予算の重点施策について、２点目は掲げてあります。 

 （１）といたしまして、私は元年１２月議会で町長に予算の編成

方針について質問しましたけれども、その具体的な方針内容が示さ

れませんでした、まだ予算が編成されていないとかそういうふうな

ことでの答弁でありましたけれども、１月新聞紙上に町長が新年の

挨拶の中で、見ましたら、子育て世代包括支援センターを開設し、

子育て行政サービスを強化する、１２月議会から１月の新年までで

は、何日もなかったのですけれども、そのときにはこういうふうな

考え方がなかったのか、なぜ１２月議会でも提示できなかったのか、

ここのところをお聞かせいただきたいと思います。 

 

 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 当初予算編成方針は、予算要求及び編成に当たっての基本的な考

え方や留意点などをまとめたもので、この方針に沿って各課で予算

要求をしております。 

 １２月定例会一般質問の際も、議員への答弁で触れましたが、予

算案に盛り込む具体的な施策については、全体的な予算配分等調整

が必要になり、予算査定の過程を経て固めていくことになります。 

 １２月定例会の時期は、まさに各課において予算要求作業を行っ
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ている段階であり、具体的な内容を示すことができる時期ではあり

ませんでしたので、ご理解をいただきたいと思います。 

 なお、子育て包括支援センター設置につきましては、昨年１１月

開催の議員全員協議会で概要をご説明し、１２月定例会でも行政組

織条例の一部改正議案について議決いただいており、本年４月に関

係課の組織機構を一部見直しするものであります。子育て関連施策

に係る体制強化を図るものであり、新年の抱負として新聞紙上で述

べたものであります。 

 以上です。 

 

 山副議長  ８番、平野議員。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 私は、町の予算編成をするについては、各課の要求、査定、その

前にやはり町長としての指針を示すべきだと。県の予算の編成につ

いては、三村知事は、ことしはこういうふうなものを目標にしてや

りますよ、編成方針が終われば、ちゃんと自分の思いが込められた

予算編成ができた、というふうに新聞に出ていますよ。 

 やはり町が今、先ほどの私が質問した中でありますように、総合

計画、さまざまな計画があります。その中で年次でやっていくべき

ものもちゃんとあるわけですから、私はやはりそういうふうなもの

がちゃんとこう、町のもう柱の中にあるものが常に議会の中では、

次はこういうふうな方向ですよ、次はこういうふうな方向ですよと

いうようなことを示されるべきだと私は思うんですよ。それが成田 

隆町長のカラーだと思うのですけれども、何かちょっと遠慮し過ぎ

じゃないかなと。 

 もっともっと私は、各郡内の町村長を見ても、みんなそれなりに

継続してやっているものを、これだというふうなものを訴えていま

すよ。私はもっと自信を持って、やはりそういうふうな形でやって

ほしい。それを期待して終わります。答弁は要りません。 

 次、（２）に入ります。 

 「子育て支援や、移住促進に積極的に取り組む」とあります。新

年度の予算の項目を見てみて、どれが具体策なのか、ちょっとこの

部分については、項目を探せませんでした。ぜひお聞かせをいただ

きたいと思います。 
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 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 議員ご承知のとおり、当町は今のところ人口の減少局面を迎えて

はおらず、社会増の状態を維持しておりますが、この背景として、

恵まれた社会環境のほか、子育て関連施策が比較的充実しているこ

とが挙げられると考えております。 

 新年度においても、引き続き子育て関連施策や移住関連施策に取

り組んでいくものであり、具体的な施策を挙げますと、子育て関連

では、「学校給食費の無料化事業」を初め、乳幼児や小中学校児童

生徒への「医療費給付事業」、「放課後児童クラブ運営事業」、「幼

児教育保育関連事業」では第３子の保育料無料化を継続して行いま

す。 

 新たな施策では、子育て関連の切れ目ない支援の提供を目的とし

た「子育て世代包括支援センター」の開設や子育て環境の整備支援

を目的に「百石幼稚園の改築」に対する助成を行います。 

 また、移住定住関連では、転入者向けの住宅取得等助成制度であ

る「定住促進助成金」を初め、県との連携事業である「移住就業者・

起業者向け移住支援事業」、移住ポータルサイトなどを活用した「移

住定住情報の発信」などを継続して行うほか、４月からスタートす

る「第２期おいらせ町まち・ひと・しごと創生総合戦略」に基づき、

各種施策に取り組んでいくこととしております。 

 以上です。 

 

 山副議長  ８番。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 今までの継続的な部分、それからこれというふうなのが、今聞い

てみて、ほとんど私の記憶で言えば、あれというふうなのがなかっ

たなというふうな思いがあります。子育て世代包括支援センターに

ついては、別にこれは金をかけているわけでもない。定住促進助成

については、移住支援事業、これについては、この移住支援という

のは、例えばここに住み、生活していく中で、基幹となる、例えば

農業をやりながらとか、これをやりながら、漁業をやりながらとか

というふうな、この移住定住の町の売りというのがあれば、なるほ

どなと思うのですけれども、これらはどういうふうな形で町の売り
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を出していくのか。この辺１点だけお聞かせいただきたい。 

 

   政策推進課長。 

 

答弁 政策推進課長 

（成田光寿君） 

 移住関係に関するご質問にお答えをいたします。 

 当課のほうでは、昨年度から定住促進助成金ということで、転入

者向けの新築等に対する助成金、基本的なもので５０万円とか、そ

ういったものをやっております。それ以外に移住ポータルサイトを

活用して、町外のほうからも町の魅力を情報発信して、相談者等を

募りながら移住に向けた取り組みなどをしております。 

 もしその中において、平野議員がおっしゃるような、漁業をやっ

てみたい、農業をやってみたいという人があれば、それらの方はそ

ちらの分野にマッチングするなど、そういったものを、これまでの

実例ではありませんが、そういったものがあれば、そういったこと

もやっていきたいと思っております。 

 以上です。 

 

 山副議長  平野議員。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 ちょっと私には理解できません。移住定住については、ただここ

に住みたいから来るというふうな発想でやっているのかなというふ

うな思いもありますし、ほかのほうを見れば、目的がある人が来て、

住んで、その町を活性化する、町にそういうふうな効果を上げてい

く、そういうふうなのがこの移住定住の１つの効果だと思うのです

けれども、これを見れば、町の売りも何もない。取り組みますよと

いうふうになっている。そういうふうなもので、ただ生活しやすい

から来るんだというふうな考え方だと、私はちょっといかがなもの

かなというふうな思いがあります。これ以上質問しても同じですか

ら、次に進ませていただきます。 

 

 山副議長  平野議員、答弁が何かあるみたいですけれども。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 いや、いいです。時間がありませんから。 

 次に、（３）のところに進ませていただきます。 

 当初予算の概要で、平成３０年度一般会計予算は単年度で０．５
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億円の黒字の説明がありましたが、財政調整基金を取り崩し財源不

足を補っており、実質単年度収支は１．５億円の赤字であります。

財政計画上、０．５億円から２．３億円の幅で財源不足は令和９年

まで続くとあります。その具体的なこの解消策、もう財政調整基金

が枯渇したら、町は赤字、実質収支では赤字ですから、財政再建団

体に陥るというふうな予測をしているのかどうかも、あわせてお聞

かせをいただきたいと思います。 

 

 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 昨年１１月に策定しました町財政計画において、財政健全化に向

け６つの重点事項を掲げております。 

 まず、１つ目に「収入確保につながる取り組み」、２つ目に「事

務事業経費のトータルコスト縮減」、３つ目に「公共施設マネジメ

ントの推進」、４つ目に「町単独補助金、他会計繰出金の抑制」、

５つ目に「投資的経費の抑制」、６つ目に「民間活力の活用による

トータルコスト縮減」を掲げております。 

 既に行っている取り組みもありますが、多岐にわたり考え得る取

り組みを行うことにより、令和６年度までに財源不足を解消し、収

支均衡が維持できる財政運営体制を確立したいと考えております。 

 以上です。 

 

 山副議長  平野議員。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 これからの部分で今答弁をいただきましたので、それでは次に進

みます。時間がありませんから。 

 平成３０年、さっき町長から説明がありました議員全員協議会で、

３１年度の歳出削減による財源捻出は年間１億１，０００万円見込

んでいる。現時点で削減額は幾らになっていますか。達成の見通し

についてお伺いいたします。 

 

 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 ご質問の今年度の歳出削減額について、当初の目標額約１億１，
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０００万円に対し、現時点では約９，０００万円、割合にして８２％

にとどまるものと見込んでおります。 

 以上です。 

 

 山副議長  平野議員。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 今９，０００万円、あと２，０００万円目標が未達成というふう

なことですから、まだ３月までありますから、ただ、この説明です

と、対象削減の部分というのは、需用費、時間外勤務手当、公共施

設の管理業務委託、町単独補助、それから単独の建設工事、非常に

町民にかかわる部分も結構あるなというふうな思いがあります。金

がないというふうなことですから、なりふり構わず削減しなければ

ならないというのは理解できます。 

 それにしても、５番のほうに入りますけれども、この削減できな

い場合、この令和２年度の新しい予算での削減策というのはあるの

ですか。また、さらに収入の確保策というのは、あったらお伺いし

ます。 

 

 山副議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 来年度、取り組みを始めるものとしては、収入増加策として、「遊

休不動産の売却」を行いたいと考えております。既存の洋光台団地

分譲地の残存地に加え、旧向山児童館の売却を考えております。さ

らに、普通財産を整理し、さらなる売却ができないかを検討してま

いります。 

 そのほか、今後のコスト縮減につながる取り組みとして、ＲＰＡ

の試験的運用を行い、効果を検証し、順次適用範囲の拡大を検討し

ます。 

 また、長期的視点ではコスト抑制を図るため、公共施設の統廃合

も視野に入れた公共施設マネジメントを組織横断的に推進すること

としております。 

 さらに、今年度から取り組みを進めているものとして、基金に係

る債権運用の拡大、公共施設の指定管理、公共施設電気料金の契約

見直し、事務事業見直しなどの効果が、順次あらわれてくるものと
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考えております。 

 そのほかにも、取り組みを順次追加して進めてまいりますが、財

政健全化の見える化を図るため、財政推計を毎年度公表する際に、

実施状況をお知らせする予定となっております。 

 以上です。 

 

 山副議長  平野議員。 

 

質疑 ８番 

（平野敏彦君） 

 これまでずっと議論してまいりましたけれども、６番に入ります

けれども、ほとんどが財源不足、特に一般財源がこの財政運営上、

非常に大きなウエートを占めている。町財政が厳しくなっているの

だけれども、さっきも町長が言っておりますように、給食費の無料

化が、続けるというふうなことで、私は町長の公約にある「未来に

向けた基盤整備を整える」、そして「真に必要な公共施設の整備を

する」というふうなことからいけば、小中学校の今、夏のエアコン

設置、それからさっきも、きょうも質問があったトイレの洋式化、

こういうふうなものを優先して、私はすべきだと。 

 給食費が、１億１，０００万円が、収入があれば、これは可能な

わけですよ。私は三沢のほうの議会のあれを見ても、給食費が三沢

では取り上げられておりますけれども、三沢では生保を受けている

人、それから要保護者、この世帯の援助の見直しをしよう、拡大を

しようというふうなことで、市では対応していますよ。全てが無料

というふうなことではなくて、そういうふうな収入の少ない世帯、

そういうふうなものについては対応していきましょうというふうな

ことで答弁しているわけですから、私はぜひ町長にはここを見直し

をして、今言っている、この財政運営上の部分についても、町長自

体が非常に楽になると思いますよ。この辺はぜひ見直しをしていた

だきたい。 

 時間ですから、答弁はなければなくても結構です。 

 

 山副議長  よろしいですか。町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 せっかく質問されたもので、また答弁書もちゃんとできています

から、答弁して終わります。 

 それでは、お答えします。 
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 学校給食費の無料化については、令和４年３月末での期限を定め

て実施、検証することとしております。そのため、現時点では、学

校給食費の無料化は見直すことは一切考えておりませんことをお知

らせします。 

 以上です。 

 

 山副議長  これで８番、平野敏彦議員の一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩いたします。１４時４５分まで休憩いたします。 

 

  （休憩 午後 ２時３１分） 

 西舘議長  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  （再開 午後 ２時４５分） 

 西舘議長  再び議長が議事を進行します。 

 引き続き、一般質問を行います。 

 ５席２番、澤上 勝議員の一般質問を許します。２番、澤上 勝

議員。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 ５席２番、澤上 勝です。 

 昨年の６月の議会の一般質問での冒頭に、我が町も合併して、は

や１４年に入りましたが、重要課題山積する中、特に多目的ドーム

の早期建設、また統合庁舎建設に向けた準備は、合併特例債の期限、

令和７年の完成がタイムリミットでありますが、成田町長のもとで

令和の新時代にふさわしい、選ばれるまちづくりを、行政、議会、

町民一体になり、築きましょうと話したつかの間、８月の全員協議

会で、多目的ドームの建設どころか、成田町長から苦渋の決断とし

て、事業の実施を凍結したとの発言があり、非常に残念な思いだけ

でなく、一議員として断腸の思いで聞き取りました。 

 その強い思いを持って通告に基づき、一問一答方式で質問するの

で、真摯なる答弁をお願いをいたします。 

 それでは、通告に従いまして、１つ目、町長の政治姿勢と町の財

政計画の考え方について。 

 （１）町長の現在の任期の折り返し時点での選挙公約、政策公約

の実現の見通しについてお知らせいただきたいと思います。 

 

 西舘議長  町長。 
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答弁 町長 

（成田 隆君） 

 ５席２番、澤上 勝議員のご質問にお答えします。 

 今定例会開会日、私の所信表明において申し上げましたが、来年

度は就任３年目を迎え、任期折り返しの重要な年と位置づけ、政策

公約の実行と推進に向け、さらに気を引き締めて取り組んでいく考

えであります。 

 ご質問の政策公約実現の見通しでありますが、今年度末における

進捗状況の見込みを申し上げますと、全体で４０施策を掲げており、

うち実施段階にあるものが２９施策、割合にすると７２．５％、検

討中であるものが９施策、割合にすると２２．５％、実施を見送り

したものが２施策、割合にすると５％となっております。 

 施策内容によって、財源調整が必要なもの、実現や協議調整に時

間を要するものなども想定されますが、残る任期期間中の中で、全

力を傾注し、できる限り前進させたいと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 今、所信表明の中にもありましたし、説明もありました。私がき

ょう持ってきているのは、成田町長２年前の「持続可能なまち、明

るく元気で」ということでありますけれども、その中に重点項目３

つ、その中で６つの政策がありますので、その中から若干ピックア

ップしてこれから再度質問をまとめてしますので、適宜に答えてい

ただければと思います。 

 １つは、「人を守り、人を育てる」とあります。その中に、高校

生までの医療の無料化の検討があります。これがどの程度検討して、

どの程度実行に移せるものなのか。 

 それから、その中でもう一つは、子供の遊び場づくりということ

で、前にも私はプールの休館中、キッズ、子供の遊び場をやったら

どうかという話もしていましたけれども、それ以外のものをどう考

えたのか、その辺。 

 それから、この前、全員協議会の中でも説明がありました、まち・

ひと・しごとの中で、子育て支援の中でやはり子供の遊ばせる公園

が必要だというデータが出ていますので、その辺の取り組みをどう

考えているのか。そして、後にまた木ノ下地区の公園については再
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度、細かく質問をいたします。 

 それから、２つ目の「働く場とにぎわいをつくる」ということで

ありますけれども、産業振興の中で、これはやはり後継者問題が一

番大事であると思うので、この後継者問題にどのように、農業も商

工業のほうも、どういう施策を打ってどう進むのか、その辺をいた

だきたい。 

 それから、ブランド化もやっているはずなのですけれども、６次

産業化が目に見えないような気がするのですけれども、６次産業化

は今さら言うまでもなく、農業掛ける製造業掛ける販売が６次産業

でありますから、その取り組み状況と今後の進行状況。 

 それから、３つ目、「生き生きと暮らす」ということであります。

まず、安全・安心対策の推進の中で、今国のほうでは強靭化のほう

を進めております。そして、また昨年の台風１９号では、想定外の

川の氾濫等の災害が出ております。我が町も馬淵川があります。こ

れの氾濫した場合のハザードマップができているのか、取り組んで

いるのか、その辺のことを教えていただければと。 

 あと、生活の利便性確保ということで、我々も視察をしておりま

すけれども、巡回バス、町内の、特に高齢者の足になるやつ、この

バスのやつにどう取り組んで、私はできればデマンド交通なり業者

なりと提携しながら進めればいいなと思っておりますけれども、そ

の辺が、今多分調査中なはずですから、どの辺までいっているのか、

いただきたいと。 

 続いて、４番、「未来に向けた基盤整備を整える」とあります。

議長さん、いいですよね、問題ないよね。 

 

 西舘議長  通告どおり、この書いている文言のとおり質問してもらえれば。 

 

 ２番 

（澤上 勝君） 

 だから今、町長さんの答えの中で、不足の部分を私は……。 

 西舘議長  だから今、ちょっと聞いていると、一問一答方式から離脱してい

るような感があります。一つ一つ、一問一答をして質問してもらえ

れば。 

 

 ２番 

（澤上 勝君） 

 なら、それ、指導していただければと。 
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 西舘議長  いやいや、きょう朝からやっているので、それは議員の判断でひ

とつ、してください。 

 

 ２番 

（澤上 勝君） 

 気がついたときは議長さんが言ってください。 

 西舘議長  いや、ずっと気がついていますけれども。よろしく。 

 

 ２番 

（澤上 勝君） 

 なら、ここで切ればいいの。 

 西舘議長  だから、一問一答でやったほうが、聞いている人もわかりやすい

と思います。 

 

 ２番 

（澤上 勝君） 

 はい、じゃあさっきの一番最初のところをお願いします。高校生

の無料化と子供の遊び場の問題。 

 

 西舘議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（澤頭則光君） 

 では、ただいまの澤上議員についてお答え申し上げます。 

 まず、高校までの医療費の無償化についてですが、１２月議会一

般質問の答弁でもありましたが、今現在考えていない状況になって

おります。というのは、やはり財源的な問題が１つあります。１２

月議会の際は、どのくらい一般財源がかかるかというのは答弁して

いないのですけれども、おおむねということで今現在把握している

のは、約年間２，０００万円程度かかると見込んでおります。その

他機械関係、システム関係の整備も含めれば、もう少し増額すると

見込んでおります。 

 加えまして、その際もお話ししておりますが、一応近隣市町村の

状況も、１２市町村、入院のみも含めまして、行っている状況です

が、所得制限とかかけてやったりする部分もありますので、近隣町

村の状況も見定めて、一応今後、可能性は含めて検討はしていきた

いと思いますが、今現在ではちょっとできないかなということでま

とめております。 

 以上になります。 

 

 西舘議長  ２番。 
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質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 検討はしているということでありますけれども、例えば平均的に

幾らぐらいかかるのか、その予測はどのぐらいですか。 

 

 西舘議長  町民課長。 

 

答弁 町民課長 

（澤頭則光君） 

 先ほども少し触れましたが、今のところ見込みということで、入

院・通院、高校３年間で２，０００万円程度と見込んでおります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 あと、次、働く場のほうに移ります。６次産業化と担い手につい

てどのように検討しているのか。 

 

 西舘議長  商工観光課長。 

 

答弁 商工観光課長 

（久保田優治君） 

 お答えします。 

 産業全般的になりますが、農業も含まれるかはさておきまして、

商工業者やブランド化、６次産業の部分でお答えしたいと思います。 

 商業者、工業者に関しては、商工会のほうでも最近、問題視して

おりまして、事業承継のほうのセミナーとか、事業継続に向けた現

在の経営者等から青年部活動を通じた後継者育成のほうの活動は、

従来からも進めているところであるのですけれども、八戸市の連携

中枢圏の中でも、よろず相談会なるものを主催しまして、商工観光

課のほうを窓口として、企業と商工会、また事業者承継関係も相談

できる体制はつくっておるところであります。 

 ブランドのほうの６次化につきましては、農業分野のほうの生産

者の育成もさることながら、そちらのほうの後継者育成も考えて、

売れる商品化づくりということで６次産業化、加工品の生産のほう

を奨励しておるところなのですが、なかなかこちらのほうは進んで

いないのが現状です。 

 農協さんとか企業のほうでは、それなりに農業の法人のほうが、

加工品の分野では大分進んできたのかなと思うところであります

が、農業者そのものが加工品のほうに手を出すというのは、余り進
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んではおりませんが、従来からやっている、へっちょことか、だる

ま芋とか、そちらのほうを活用したもの、もしくは大豆とかでみそ

づくりとか、そういう簡単なものから入ってきているところではあ

るのですが、今後もブランド化に向けて仲間をふやしながら、政策

のほうを進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 今、課長のほうからありましたけれども、やはり従来と大した前

に進んでいないという感触を受けますので、課長さんから進んで、

農家の方々に勧めて、こうやればこういうメリットがあって、この

うちの利益が出るんだという、やはりスーパー公務員に、課長さん

方がみんななっていただければ、やはりトップセールスしていただ

きたいと思います。 

 続いて、先ほど言いましたけれども、「生き生きと暮らす」中で、

安全・安心対策、川のハザードマップのほうの進行状態はどうです

か。 

 

 西舘議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（三村俊介君） 

 それでは、お答えいたします。 

 ご指摘のように、奥入瀬川の最大洪水想定ということで、昨年の

１月に県のほうから公表されております。それに基づいて、実は今

現在使われております防災安全マップというものがございまして、

そちらについては平成２６年度に作成したものでございまして、そ

れ以降更新されておりませんので、今年度と、あと来年度、２カ年

かけて防災安全マップを更新する事業を進めております。 

 今年度は奥入瀬川の最大想定ですとか、あと避難施設、例えば津

波避難タワーとか、そちらのほうもまだ反映されておりませんので、

そちらのほうを反映させた形で今年度、データの作成作業というこ

とで行ってまいります。 

 来年度は今度、来年度の早々に、明神川の今度は最大想定が県か

ら公表されるということになりますので、そちらのほうも来年度の

事業としてデータの作成と、あと来年度は今年度作成した分と来年
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度作成分のデータをまとめて印刷製本して、来年度は１万１，００

０部印刷して毎戸配布する事業を進めていきたいというふうなこと

で今現在進めております。 

 ですので、その冊子ができ上がりましたら、町内会あるいはシル

バー人材センターですか、そちらを通じて各世帯へ配布していきた

いと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 進んでいるということですから、スピード感を持って、やはりい

つ災害が来るかわかりませんので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 あと、先ほどの巡回バスの件でありますけれども、担当課長のほ

うからお願いします。 

 

 西舘議長  政策推進課長。 

 

答弁 政策推進課長 

（成田光寿君） 

 公共交通の関係についてお答えをいたします。 

 今年度、６月補正予算で委託料を予算措置いたしまして、その後、

公共交通の見直しに向けて実態調査であったり、あとは提案に向け

た業務委託を行っております。それが今年度末までの委託となって

おります。その内容をもとに来年度、当課のほうで具体的な作業を

進めるものとしております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 確認ですけれども、来年度から実施ということですが、再来年度

から実施ということでございましょうか。 

 

 西舘議長  政策推進課長。 

 

答弁 政策推進課長 

（成田光寿君） 

 具体的な検討は来年度から入ることになります。その実施につき

ましては、今の定例会でも提案しています附属機関の公共交通会議、
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それから八戸圏域での公共交通会議、それから他機関との会議、協

議ですね、それからもしデマンド交通を入れるとなりますと、事業

者との調整等々もございますので、１年以上はかかる場合もござい

ます。そうなりますと、令和４年度からの導入も考えられると思っ

ております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 再度確認しますけれども、デマンド交通も入る可能性はあるとい

う解釈でよろしいですか。 

 

 西舘議長  政策推進課長。 

 

答弁 政策推進課長 

（成田光寿君） 

 あくまでも可能性でありますが、そちらもその検討の中に入れ込

んで、今協議を進めているところでございます。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 次は、未来に向けた基盤整備ということでありまして、先ほど冒

頭で言ったとおり、多目的ドームの凍結となっております。例えば

この凍結が解凍する時期があるのかないのか。簡単にお願いします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 大変昨年迷惑をかけたことを、今年度ですね、迷惑をかけたこと

をおわび申し上げなければならないなと思っております。 

 しかし、調べてみますと財政状況が大変厳しいのも現実でありま

すので、これからもし回復のほうに向かえば、進めていかなければ

ならないという思いは忘れないでいますので、ご理解ください。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番  理解しないわけにはいかない状況でありますから、例えば既存の
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（澤上 勝君） 体育館が今２つあるわけでありますけれども、これは私は素人です

からよくわからないけれども、例えばどちらかを床をとってドーム

型にするという考え方というのはあり得るでしょうか。 

 

 西舘議長  社会教育・体育課長。 

 

答弁 社会教育・体育課

長 

（松山公士君） 

 澤上 勝議員の質問にお答えいたします。 

 今いちょう公園体育館と交流センターの２つの体育館がございま

すが、例えばいちょう公園体育館の床を抜いて土にするとかという

ことは、技術的には可能なのかなと思っておりますが、現在のとこ

ろはそういった計画、検討というのはしておりませんので、今検討

しているのは、特にいちょう公園体育館は老朽化している中で、今

後、体育協会としては、利用の仕方を交流センターといちょう公園

体育館をどの競技でどう使おうかということを今、協議している段

階でございましたので、そこを例えばドームにするとかということ

は、全く検討しておりません。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 課長さんの考え方だから、私も体協の副会長をやっているから、

今言ったこともわかります。ただ、今、社会施設としては、学校の

体育館ですけれども、木ノ下の第２でも立派な体育館、百石の体育

館も新しくなったし、下中も新しいし、多分あと３年か４年すれば、

木ノ下に中学校、第２なり２階建ての体育館等が建つわけですよね。

それなりに夜型では使える体育館は十分あると思うんですよ。あと、

今、考え方ですから、これからの考え方、検討する余地があるのか

ないのか、１点と、町長さんも知っているとおり、北部で懇談会を

やったとき、それにかわるのはどう考えていますかと言ったとき、

多分答えなかったと思うんですよ。その辺も一般住民にもそういう

声もありますので、その辺も考えた中でご答弁をお願いします。 

 

 西舘議長  教育長。 

 

答弁 教育委員会教育長  いちょう公園体育館の床を外してドームのようなことにできるか
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（松林義一君） どうかの関連で話が今進んでいるわけですけれども、もし仮にそう

いうふうな施設に変えるとか、変えたというときには、じゃあ新し

くドームをつくることについてはどうなのかと、その今凍結したド

ームと、そのいちょう公園体育館をドームにすることを一緒に考え

ていかないとならないかなと思っておりますので、１つ、そのいち

ょう公園体育館だけを取り上げてドーム化するかどうかというの

は、これはちょっと私たちでは難しいなと思っていますので、やは

り町長の基本線が固まらないと、そういうことはなかなか進まない

状況があるなと思っておりますので、ご了解いただければなと思っ

ております。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 教育長としての答弁はそれでわかります。今、町長さんのほうに

もさじが投げられましたから、町長さん、どう考えるか、その辺。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 先ほどもドームの件につきまして、ちょっと無理だなというお話

をしましたけれども、しからばいちょう公園の体育館ですか、今度

はそっちも含めた検討はどうですかという話であります。大変話が

それて申しわけないのですけれども、実は１４年前ですか、合併協

議に携わった者として、２町の合併することによって、６割行政と

いうことを主題として検討された経緯があるんですよ。例えば、ま

ず十あるものを６つぐらいにして維持しましょう、管理しましょう、

事業を起こしましょうという検討がなされたはずです。 

 しかしながら、こう見ていくと、その６割行政といわず、統廃合

した部分はまだ私、記憶にあんまりないような、百石ですと砂浜祭

りですか、そういうのはたしかイベントとしてはやめたなという気

がしております。２つある体育館どっちかを１つにしようか、ある

いは小さいのをもう一つつくって１つ廃止にしようかとか、あるい

は公園が２つあるのを１つにしようかというわけにもいかないし、

あるいは各消防団でもそうですけれども、９つあればそのまま両町

で１８存続させるとか、そういうような合併の当初の考え方からい

くと、少し進み方がずれているとか、おくれているなという気がし
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ておりますけれども、そういうことも含めて、できればドームをつ

くったら、どっちかの体育館なり交流センターなりを使えなくなっ

たらもう廃止しようという相談までしたような気がしていますけれ

ども、それとてまだ使えるということで存続させているので、そう

いう部分でまだまだ、それをしからばドームのかわりにしても、ド

ームを完全にやめてもいいのですかという話にはならないと思いま

すので、まだこれからその、果たして技術的に可能かどうか、ある

いは利用者がそれで満足するかどうか、いろんな部分でいろんな

方々が検討を加えながら、やはりこうしなければだめだとか、最終

的に合併の基本に戻る、６割行政することによって、両町の体育館

を２つ存続させていいのか悪いのかということも含めて、まだまだ

検討していかなければならないと思っております。 

 それもこれも財政が大変厳しくなっているということもあります

し、また人口が減らない関係で住民の要望等も大変多くなりつつあ

りますので、そういう部分も含めて、その要望も、しからばどこら

まででとめようかとかいうわけにいかない、いろんな人が入ってく

ると、いろんな考え、いろんな言い方もありますので、そういうこ

とも含めてこれからの検討課題ということでご了解ください。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 今、町長さんが言った６割行政は、今聞いてわかりますけれども、

先ほど冒頭で、合併してもう１４年ですよ。それから、この前、議

員の方々が岩手県のほうに新庁舎の視察をして、その後、報告会、

まとめで話をしたら、その辺の今の６割行政の話、話すら多分、俺

は進んでいないという理解をしているのですけれども、それをいつ

話を、どこで話をして、どう進めるのか。進めなければ何の話も進

まないと思うんですよ。 

 全く多分俺は聞いたことがないから、しなきゃないなという話は

ちらっと聞いているけれども、組織とか何かでは全く話をしていな

いし、ですから今、体育館の問題も、皆さんが、体協の会長もいる

し、まずこれは皆さんの合意がなければ進まない話ですけれども、

もし進むとするならば、２つのものが１つはそちらになって、維持

費も同じですし、改修費が幾らかかるか、技術的なのはわからない

です。その辺も早いうちに検討、私はするべきだと思うし、それか
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ら凍結が、解かす自信があるのだったら、私はその考え方に進むし、

その辺、やはり首長、町長なりがしっかり考え方を持たないと、我々

も議論の場に臨めないと思うのですけれども、その辺再度どうです

か。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 まず、凍結、可能性はあるのかという話ですけれども、ないとは

言えないと私は思っていますけれども、ただ、余りにここに戻って

きて入ってみて、財政状況が厳しいというのは目の当たりにしてい

ますし、ただ、一旦つくりたいなという思いがあったものをおいそ

れとやめたくもないし、まず設計までもうできているのですから、

そういう部分も含めて、全くもう、はい、やめますというわけには

いかないし、やめたくないなという思いもあります。 

 その中において、また財政状況が悪い中で、また新たな出費や新

たなことをどんどんどんどん要望されているもので、そういう部分

で金の使い道はなかなか難しいのが現状でありますので、これから

よく検討して、いつかのときにやめますと言うか、続けますと言う

か、あるいは新たなこともまた進めますかということも、これから

いろんな方々と、あるいはいろんな部分で会議を催しながら、検討

と言えば余りいい表現ではないのですけれども、考えさせてもらい

たいと思います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 町長さんも言うまでもなく残り２年、私らも３年、私も自分のパ

ンフの中に、基盤整備の中に、ドームの建設促進ということ、うた

って皆さんに話をします。今凍結したという説明もしていますので、

その辺、やはりトップとしてスピード感を持って進めていただきた

いということでお願いをしておきます。 

 次へ行きます。（２）の財政の考え方と新年度の予算編成の見通

しを示すということで、先ほど来、平野さんも質問していましたの

で、要点のみでいいですから説明をお願いします。 
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 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 昨年度策定した町財政計画では、持続可能な財政運営に向けた目

標として、毎年度１億円を超える規模の財源不足を解消し、収支均

衡を達成することに加え、財政調整基金の残高において１０億円確

保することなどを掲げております。 

 また、その目標達成のため、６つの重点事項を財政健全化策とし

て掲げ、抜本的な取り組みを進めることとしております。 

 令和２年度当初予算につきましては、物件費や町補助金のさらな

る一律削減は見送った一方で、指定管理者制度やＲＰＡの導入など、

後年度のコスト節減に向け必要な経費や、住民サービスの維持に必

要な経費を全て盛り込み、年間総合予算として編成いたしました。 

 その結果、まだ収支均衡には至りませんが、財源不足を調整する

財政調整基金の繰入額は、当初予算時点での比較では、今年度の５

億２，０００万円から４億６，０００万円に圧縮しております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 私が調べたら、財政基金でありますけれども、総予算の１割、１

０％が妥当だというのがあるみたいですから、その分についてはま

だ十分、今のところあると思います。 

 そういうことで、そういう中で、これは埋蔵金と言えば、なんで

すけれども、隠れた財産と言えば失礼に当たるのか、私も商工会に

いて、企業会計をしてきているわけですけれども、１つは、未収金

があるわけですね。収入未済額、簡単に言えばね。企業会計だと売

り掛けなのですけれども、これが多分、町長は知っていると思う、

３億６，０００万円、トータルで３０年度末であるはずですよ。今

年度末は俺は幾らかわかりません。やはりこういう未収金、隠れた

財産ですよね。これは取るべきものでありますから、これをどうス

ピード感を持って売り掛けを回収するか、１つは。 

 あと、全員協議会でも説明した、洋光台で売れていない、まだ４

つの土地があるわけですよね。これが多分２，０００万円近く。そ

れから、軟弱地盤の土地、１億何ぼですね。それから、墓地は、こ



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－８０－ 

の前聞いたら新しくやり直せば、２，８００万円ぐらい、まず完売

しての話ですよ、これ。それから、やり方としては、やはり収入を

どうふやすかというのを考えなければ、経営者の立場ですから、課

長さんを初め、町長さん、副町長、教育長も。ふるさと納税を、き

ょう馬場さんが言っていた、東京ふるさと会等、いろいろな方々を

使って、どうふやして収入をするかということがあると思うんです

よ。町長さんにお聞きしたいのですが、隠れ財産をどのようにして、

スピード感を持って収入にしていくのか。その辺のことをお願いし

ます。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 いや、よく勉強しているなと思って、今感心しておりましたけれ

ども、まず税金の滞納は、滞納というのですか、おくれている分は

確かに期限が来なければもらえない部分もあります。約定どおり払

ってくれている方々には期限前に払え払えと言うわけにもいかない

し、そういう部分では難しい部分もありますけれども、また毎年、

３，０００万円から５，０００万円、不納欠損といって、もらえな

いで、ただ消滅している部分もあります。それは毎年ですから、大

変本当にもったいない部分もありますけれども、これとて生活困窮

者から無理やりもらえる状況でもないし、そういう部分では確かに

厳しい。 

 そういうことも含めて、ただ、財政状況がこうなるというのは、

町長前にやったときから、私はそれなりに予想をして、実は私が就

任したとき、８億円ぐらいしか財政調整基金がなかったはずです。

それを積み立てして積み立てして、１５億円までためました。しか

し、戻ってみたらやはりまた減っているなり、いろんな部分でふえ

ていない部分もあって、少しやり方、政治手法等があったでしょう

けれども、その部分を住民サービスに使われてしまっているのかな

という気がしておりまして、また今改めて、窮屈になったから、ま

た改めて締め直そうといっても、もうサービスがそれなりに固定し

ているもので、それにまた平野議員にも答弁しましたけれども、お

年寄りの対策、扶助費が年々１億円ずつ後期高齢者とか介護保険と

いう部分で自然増が大変多いということで、これはもう想定した部

分ですけれども、思ったよりも出費がかさんでいるということで、
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そしてまたいろんな部分で町民はサービスせい、サービスせい、要

望してくるもので、なかなか貯金をふやせない、あるいは逆にふや

すのは待って減らしていかざるを得ないのかなという、今現状です。 

 ですから、できるだけサービスを抑えるのは不満もあるでしょう 

けれども、しからば、どういう部分でお金を捻出するのかなという

ことで、今ある必要としていない財産は処分しましょうとか、いろ

んなことは考えておりますし、また金にならないようなのも、少し

でも高く買ってくれる人があったらそっちに売ろうとか、そういう

ことも含めて検討はしていますので、我々本当に経営者だと思って、

私、頑張っていますから、そういう部分も含めて、議員の方々もい

いアドバイス、いい忠告、いい忠言があったら、要望なり提案なり

してくだされば、それを取り入れたいと考えておりますので、よろ

しくお願いします。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 丁重なる答弁ありがとうございます。１つは、やはり役場、ワン

チームになって、議会もそうですけれども、お互いにワンチームに

なって頑張って、なるべく取れるものは早期に取って、なるべく支

出はそれなりに、この後もありますけれども、やはりそれなりに必

要でお願いをしていると思うので、その辺にこれからお互いに努め

ていきたいと、努めていきましょうということで、終わります。 

 ２の「環境整備について」の（１）各町内会の公園の整備状況と

木ノ下地区の公園整備の見通しをお願いいたします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 町全体の児童公園の整備状況は、公園数が２４カ所、公園面積が

９９．３ヘクタールとなっており、おおむね町内会ごとに１カ所配

置されておりますが、児童公園が配置されていない、または不足し

ている町内会があることは把握しております。 

 木ノ下町内会の児童公園の整備状況につきましては、木ノ下地区

農村公園が１カ所、面積が０．０６ヘクタールと小規模であり、こ

れまで町内会から整備要望を受けており、新たな児童公園整備の必



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－８２－ 

要性は認識しております。 

 しかしながら、生活基盤整備に係る要望も数多くいただいている

ことから、その中で公園整備なども含めた形で検討してまいりたい

と思っております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 木ノ下のほうから多分７年ぐらい前に、私が町内会のときに要望

書、出していました。それも認識していただいているということで、

ありがたく思うわけです。木ノ下にある公園という名前がつくのは、

つけ足しにつくった公園、失礼ながら、あの田の区画整理の中でで

すね。ですから今、木ノ下は８５１世帯、会員で５５０、きのうも

町内会の総会がありましたけれども、その公園の話もちらほら、私

に聞かれましたので、要望しておくし、多分、私は今議員をやって

５年目ですけれども、その間に整備した地区が、私の記憶でないよ

うな気がするし、できれば町長さんから、あと一応今の任期が２年

ありますから、２年以内に道筋だけでもつけてくれるとかという、

お話だけでも伺いたいのですけれども、どうでしょうか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 大変、何ですか、２年以内にやれという切望ではありますけれど

も、他の必要経費が多々ありまして、果たして２年以内にという断

言はできないのですけれども、できるだけ、そういう要望がある、

木ノ下町内会からあったよということは、今この場で各担当課長方

が人事異動しても恐らく残る方々ばかりですので、聞いていると思

いますので、そういうことでご理解を賜りたいと思います。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 まず、理解できないところもありますけれども、まず記憶にだけ

は残しておいていただければと思います。 

 続いて、（２）のほうへ行きます。 

 県道八戸・野辺地線の氣比神社沿いの道路拡幅と歩道の見通し、
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木ノ下墓地から農協スタンドまでの歩道の整備の見通しをお願いい

たします。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 氣比神社沿いの県道八戸・野辺地線の道路拡幅と歩道整備につい

て、県に確認しましたところ、国の交付金事業採択後、平成３０年

度に詳細設計を実施し、今年度は用地測量を進めているとのことで

す。昨年１２月９日には、計画概要と用地測量について住民説明会

を開催し、事業へのご理解と現地作業へのご協力をお願いしたとこ

ろであります。 

 今後の予定につきましては、用地測量後、関係者への用地補償交

渉を進め、交渉がまとまったところから順次工事を進めていく予定

と伺っております。 

 完了時期の見通しにつきましては、用地等の契約状況や、今後の

国の予算配分などにより事業費が変動することから、未定とのこと

であります。 

 次に、木ノ下墓地から農協スタンドまでの歩道整備についても、

県に確認したところ、氣比神社沿いの道路拡幅と歩道整備が完了し

た後、引き続き整備を検討すると伺っております。 

 県道八戸・野辺地線は、当町を縦断する主要幹線道路で交通量も

あり、通学路ともなっていることから、毎年、粘り強く交通安全対

策等の県単独事業要望を提出していきたいと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 どうも県のほうの状況を説明をいただきまして、ありがとうござ

います。木ノ下で私、町内会長をやって、今議員をやっているけれ

ども、課題としては１つは、屯所のところの出入り口の道路、これ

は何とか三村前町長さんから、やるということでやっていただいた。

それで、ここの今、神社のところの拡幅でありますけれども、これ

も今、このジャスコ道路並びに、すごい交通量です。毎日私は見て

いますけれども。それも今、町長のほうから、県が今やるというこ
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とでありますから、後ででいいですから、できれば完成時期、目安

だけでも１つ。 

 それから、もう一つは、木ノ下の三大課題の中にも１つ、さっき

の公園ということでありますので、それも町長さんも頭に入れてお

いていただければと。あと、担当課長。 

 

 西舘議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（西舘道幸君） 

 ご質問の県道八戸・野辺地線の工事の完成時期というふうな。答

弁の中でもお話ししましたように、今、用地にこれから入る段階と

いうことで、なかなか期限については流動的だということで、県の

ほうでははっきりと申し上げられないというふうなことでしたの

で、ちょっとその辺はご了解いただきたいと思います。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 できるだけ早くということで、また再度お願いをしておきます。 

 続いて、３番の「事務事業評価について」の（１）町の事業の評

価結果と見直しを示したが、１３事業について「事業廃止の検討」、

「補助金廃止の検討」とする内容であり、主な理由は、町職員が運

営に駆り出されて、人件費がかさんでいるとの説明であるが、超過

勤務手当金額は幾らなのか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 議員ご質問の超過勤務手当については、所定労働時間外に職員が

勤務した場合、上司の命令に基づき支払う時間外勤務手当であり、

その支給額は、ご質問の１３事業で約７１万６，０００円となって

おります。 

 一方、今回の事務事業評価では、全体事業費の把握のため、時間

外勤務手当や消耗品、あるいは委託費などのように、事業を実施す

るに当たり、直接支出した直接経費のほかに、間接経費として、主

管課職員以外の職員も準備や手伝いで従事した人件費も計算し、全

体事業費として評価しております。 
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 この間接経費の人件費は、１時間当たり約１，９００円と算出し、

１３事業の合計は１，４５９万２，０００円となります。 

 先般の議員全員協議会での発言は、この直接的に支払いがない間

接経費について、私が思っている以上にかかっている、職員の負担

になっているという趣旨の説明であることをご理解いただきたいと

思います。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 その中で２点お聞きします。 

 各事業なりに職員の方々が出ていると、携わっていると思うので

すけれども、超過勤務を払わないで代休にしているのもあるかもし

れませんけれども、これから１つはできないのか。あと、もう一つ

は、超過勤務、これからもし全面的にその団体でやることになるな

らば、その超過勤務の半分ぐらいでも予算化できるのか。その辺の

考え方はどうですか。 

 

 西舘議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 まず、超過勤務のお話ですので、超過勤務の部分についてご説明

申し上げます。 

 議員おっしゃるとおり、超過勤務の場合、土日出てきた場合、代

休の取り扱い、半日、１日というのがございますので、どうしても

こういうふうな超過勤務の金額にした場合、その代休扱いのところ

は金額に見ないかわりに休みをとっていただくということで、超過

勤務手当の部分が、金額が大きくならない状態になっております。

これは１つの代休という方法で取り扱いを行っておりますので、そ

この部分はご理解していただきたいと思います。 

 基本的には、全面的にいろんな分の半分でも、なるべく超過勤務

を出したほうがいいのではないかという趣旨ではないかなと思いま

すけれども、総務のほうとしても、なるべく今行っているのは、や

はり働いた分はきっちり超過勤務としてお支払いするのが主だろう

という、今考えをしておりまして、今ちょっと慢性化しております、

超過勤務手当自体を出さないような職員もおりますので、そちらの
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ほうをとりあえずはなるべく出していただくような取り組みもして

いかなきゃならないだろうというのは考えております。 

 ただ、どうしても……としても予算というのがございますので、

ある程度予算の中での縛りはございますけれども、なるべく超過勤

務というのを出しやすいような形に持っていきたいなと思って考え

ております。 

 以上になります。（「もし超過勤務手当を使わないで誰かがやっ

た場合、補助金として出すというのは」の声あり） 

 

 西舘議長  政策推進課長。 

 

答弁 政策推進課長 

（成田光寿君） 

 ２点目のご質問ですが、特定の事業を指して答えることはちょっ

とできません。事務事業評価そのものは、いろんな事業を評価の観

点を持って、結果であったり、方向性を出しているものであります。

今、その方向性に沿って各関係課で協議しているところであります。 

 それが、議員がおっしゃるような、もしそれを団体が全てやった

場合に時間外が支度できるかどうかというご質問だと思うのです

が、その事業そのもの、実施目的であったり、それから事業のあり

方等もあろうかと思っております。それらをきちんとクリアした上

で、あとは財政的なかかわりもありますので、それを見ながら総合

的に判断することになりますので、今この時点でできるかできない

かということは、差し控えさせていただきます。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 後の政策課長のほうは、検討をする余地はあるという考え方でよ

ろしいかと思うのですけれども、そういうことですよね。 

 

 西舘議長  政策推進課長。 

 

答弁 政策推進課長 

（成田光寿君） 

 可能性としてはゼロではありませんが、今後の協議の検討の中で

整理していくことになります。 

 以上です。 
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 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 総務課長さんの説明は、今皆やれば、もらっていない人もあるか

もしれないけれども、その方々にも全部出したいという言い方をし

たのか、ちょっと理解しなかったので、もう一度、端的にお願いし

ます。 

 

 西舘議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 時間外に働いたら、きっちり請求してほしいという意味です。 

 以上になります。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 している人もしていない人もあるという理解でよろしいですよ

ね。 

 

 西舘議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 中には請求しないでサービス残業している方もいると思いますの

で、そういうお話をしております。 

 以上になります。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 代休としてやる考え方はないということですね、現実的に。 

 

 西舘議長  総務課長。 

 

答弁 総務課長 

（泉山裕一君） 

 現実的には、休みのときに出てきて、半日、１日を残業した場合

は、そこはあくまでも第一義的には代休になります。基本的には。

代休が先に優先になります。ただ、短時間の場合、もしくは平日の

夜の場合というのは時間外という形になりますので、そういう意味

でお話ししております。 

 以上になります。 
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 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 次のほうへ行きます。 

 （２）「町が手を引いても、仮に別の団体がやるのなら町として

支援する」との説明を町長さんがしました。ただ、１年間でこうい

う検討、今まで３０年やってきたとか、歴史と文化のある事業等、

それから地域に密着した事業、あるかと思いますけれども、その辺

をこれから二、三年かけて検討させたらいかがかと私は思うし、多

分、前回の議会でも松林議員さんが、将棋祭り、鮭まつり、３０年

ですから、見直しの意味も含めて検討したらという解釈をしている

のですけれども、その辺の考え方はどこにあるのでしょうか。 

 

 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 現在、町で示した評価結果及び今後の方針に基づき、各事業担当

課において、事業の改善や見直し作業を行っており、イベント等の

関係団体に属する事業については、主催団体と協議調整を行ってお

ります。 

 見直し案で示した検討期間は事業によって１年から２年とそれぞ

れ異なりますが、調整に時間を要するものでもあると思いますので、

協議の内容や状況を踏まえながら、必要に応じて個別の対応をとる

場合も生じてくるものと考えております。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 事業の内容によってまだまだ、１年なり３年、考える余地がある

という理解をいたしました。そうしなければ現実的に皆さん理解で

きないと。その中で、補助金そのものはつけるという解釈でよろし

いですよね。再度。 

 

 西舘議長  町長。 
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答弁 町長 

（成田 隆君） 

 前回の議会だったと思いますけれども、もしそういう団体が、職

員を要らないよ、補助金だけはくれればいいよというような団体が

数多く出てくることを期待しておりますけれども、もしそうなりま

したら、そのとおり補助金は出したいと思っております。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 皆、補助金は多分必要だと考えています。ある町村、私は、上北

郡、三戸郡の町村をたまに歩いているのですけれども、あるところ

では担当課だけ出てもらって、あとはシルバーなり民間の方々を使

ってやっているという事例がいっぱいあります。ただ、これはイベ

ントの実行委員長の考え方もありますので、その辺はやはりうまく

やって、やはり協働のまちづくりをどうしてつくっていくか、それ

から金にもいろいろシビアな部分はございますので、その辺も含め

て並行した形で進めていただければと思います。 

 できれば、これは結果として事業見直し検討委員会ですか、で出

したもの、そして全員協議会でも言われましたよね。これはやはり

廃止という言葉がついた文面が、こういう新聞紙上に載るというの

はいかがなものか。 

 我々はこの前も上北郡のほうで、議員の中でも、ある町村からも

冷やかされたし、それから２月の２２日、ちょうど木ノ下小学校の

コンサートの東北大会の金賞の披露のとき視察に行ったら、ある父

兄方からも、おいらせはどうなっているのですかという、やはりこ

のマスコミに出たのがかなり効いておりますので、副町長さんも教

育長さんもいますけれども、やはりよほど気をつけないと、地元の

おいらせの方でさえ心配している。ましてや定住移住を図るために

は、やはりその辺のイメージ、町のイメージというのは大事だと思

うんですよ。何でもなくなる。入札は失礼だけれども、安いから皆

辞退するとか、そういう新聞記事だけ載れば、やはり困るので、こ

れからその辺もいろいろ考えた中で、外の面も中の面も考えて進め

ていただくことをお願いしておきます。 

 あと、最後、４番、「廃棄物の野積みの撤去について」というこ

とで、２月の１６、新聞報道されました、町内３カ所に２０年以上、

現実的には３０年ぐらいだそうですけれども、廃棄物が野積みされ

ている現状と、町と県の対応をお願いします。 
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 西舘議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 ご指摘の事案につきましては、３カ所とも、金属くずや廃自動車

等が大量に積み重ねられており、町にある記録によりますと、平成

１２年度から県が主体となり、町も協力しながら対応してまいりま

した。 

 当時から、これらは廃棄物ではなく有価物であるということで、

計画的な売却を指導してきたようですが、思うように売却も進まず、

結果的に大量の金属くずや廃自動車等が何重にも積み重ねられた状

況が続き、現在のようになっているということであります。 

 県では、令和２年度当初予算に関係事業費を計上し、当町の３カ

所のほか全県的に、廃自動車等の数量・状態・位置等を明らかにす

るための基礎調査を実施するということであります。 

 以上です。 

 

 西舘議長  ２番。 

 

質疑 ２番 

（澤上 勝君） 

 現場をきのうあたり、３カ所見てきましたけれども、聞くところ

によると、油とか重油とかが漏れて畑に行ったりして害になったり

している部分もあるし、特にインターのところは景観が、ちょうど

おりて三沢に向かえばすぐですから、景観がよくありませんので、

早期に県と協力して、撤去のほうのすべになる撤去をよろしくお願

いして、終わります。 

 議長さんには大変ご迷惑をおかけいたしました。それから、町長

さん方には真摯なる答え、ありがとうございます。 

 以上です。 

 

 西舘議長  これで２番、澤上 勝議員の一般質問を終わります。 

 

日程終了の 

告知 

西舘議長  これで、本日の日程は全て終了いたしました。 

 以上で、本日の会議を閉じます。 

 

次回日程の 西舘議長  明日１０日は午前１０時から本会議を開き、引き続き議案審議を
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報告 行います。 

 

散会宣告 西舘議長  本日は、これで散会いたします。 

 

  （散会時刻 午後 ３時４５分） 

 

 事務局長 

（小向正志君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 
  


